
出物帝41-文化屈 層位 注記番号 誰 稚 御査区 グリッド ブロック 石 材 横合番号 最大長(cqI) 鬼大幅(孤) 舟大坪(cnt) 末 長(g) ㈱ 考

339 □ ､Ⅳ C1-271 石 棋 C1 F.4 2 買岩 Ⅰ LIl 3.20 2.Ilo 0.80 3.0

340 A rV Cl-4L9 剥 片 C1 F.5 2 頁岩 l 4L 4_90 5.80 1.80 51_3

3上目 口 rV C1-268 剥 片 C1 F.4 2 H岩 ー LIZ 5.】0 5.70 1.20 30.1

342 u Ⅳ C1-269 剥 片 Ct F一4 2 貢岩 l 42 LL10 6.50 1_00 19.0

3Ll3 ロ Ⅳ C2-575 C2 I.6 1 rf岩 rl - 10.30 5.10 2.10 79.3

34.4 A ーV C2-530 剥 片 C2 ∫,7 - 貫岩t] 43 8.60 9.00 1.30 65.5

345 ∩ 〟 C2-511 右 横 C2 I.7 I 頁岩n LIB 7.̀lO 9.80 2.LID ILI8.0

346 u 〟 C2-595 剥 片 C2 I.6 1 貢岩n 43 7.70 4.40 2.90 87.9

3̀I7 n Ⅳ C2-457 二次加工剥片 C2 6.8 - 貢岩Ⅵ LI3 8.00 ll.LO 2.80 135.8

348 月 Ⅳ C2-46g C2 H.8 - 頁岩 □ 43 9.80 4,70 4.90 143.4

349 rl 〟 C2-468 石 核 C2 日.8 - 頁岩 Ⅲ 43 7.50 7.40 4.10 176.6

350 □ 【V C2-519 C2 1.7 i 頁岩 El 43 7.20 4,LO 3.30 56.4

351 刀 lV C2-518 右 横 C2 ∫.7 I 頁岩n 43 5.80 7.60 3.30 155.3

352 A 〟L)1Ⅳ-328 ナイフ形石鮮 Dl D.lt - チャー ト1 - 3.30 L80 I_OO 4.7

353 A 1V L)llV-490 剥 片 Dl ド.10 5 チャー トJ 44 2.60 2.40 0.80 4.2

35Ll 刀 rV L)]TV-489 剥 片 Dl E.LO 5 チャー ト】 44 3.30 2.60 0.60 4_4

355 □ Ⅳ C1-273 角錐状石離 C1 E.7 4 チャ- トロ - 6.90 2.10 1.00 15.8

356 皿 Ⅳ C2-550 C2 1.6 I, チャ- 卜IT - 3_00 0,90 1.10 8_0

357 □ Ⅳ C2-583@ ナイフ形石器 C2 I.6 I チャー トⅢ - 3.40 2.70 I.20 9.1

358 刀 tV C2-584 剥 片 C2 Ⅰ一6 1 チャー トⅢ - 2.70 3.00 0.70 4.8

359 口 ′ヽ C2V-63LI 石 核 C2 ∫.6 1 チャー ト皿 - 2.00 i.80 2.00 6.5

360 ¶ V DlV'-107 剥 片 Dl G.lt - チャ- トrV 45 2.20 2.70 1.00 4.0

361 A Ⅳ C1-289 石 検 C1 E.7 4 チャー トⅣ 45 3.40 3.70 I.50 22.8

362 □ Ⅳ C1-381(D C1 D.7 - チャー トⅤ - 5.90 4.9D 1.20 36.8

363 fl 【Ⅴ DI打-325 剥 片 D~l i).lt - チャー トV - 4.60 5.50 5,30 169,3

36̀l □ Ⅳ D11Ⅴ-32L暮 石 核 Dl D.ll - チャー トV - 5.30 5.70 2.40 64.2

365 Ⅶ lV C2-559 台形石署巨 C2 1.6 1 チャ- トVI - 3.30 3.LO 0.70 6.6

366 n lV C2-づ05 角錐状石器 C2 Ⅰ.7 - チャー トⅥ - 6.25 1.90 1.60 14.0

367 ∩ Ⅳ L)ーⅣ-491 角錐状石器 Dl F.LO 5 安山岩 - 3.70 】.50 1.10 6.1

368 A 工V Dl】Ⅴ-83 ナイ7形石鮮 Dl ら.L2 - 41.畔石1 - 3.25 I.95 0.85 3.7

369 A - DISA4-32 石 擁 Dl - - 他職石1 - 1.70 3.20 I.10 4.7

370 刀 Ⅳ L)1:Ⅳ-57 石 核 Dl ド.12 - 黒曜石 ロ - 2.40 3.00 2.20 15.2

371 口 〟 C卜366 轍 石 C1 G.5 2 砂岩 - 6.50 6.20 2.90 146,9

372 口 Ⅳ C2-602 舷 石 C2 G.8 - 砂岩 - 6.10 5.00 3.70 l52.LI

373 刀 Ⅳ Dl､Ⅳ-309 板 石 D1 a.lJ - 砂岩 - 7.00 3.00 2.l5 6L8

374 皿 〟 C2-535 板 石 C2 l卜6 1 砂岩 - 10.70 3.80 1.40 80.7

375 Ⅵ rV C3TV-669 擬 石 Dl E.lt - 砂岩 - 14.55 3.35 3.20 239.I

376 ロ rV C卜336 鍛 石 C1 H.7 - 緑色凝灰岩 - 14.90 2.80 1.90 116.9

377 Ⅵ rV C2-566十D1Ⅳ-306 事抜 石 C2Dl (.6E.日 - 泥岩 LI6 5.40 4.55 3.80 138.5

378 A ⅠV C卜146 腰 石 C1 C.4 - 砂岩 - 12.80 ll.50 4.30 938.0

379 Ⅵ rV C2lt.7 磨 石 C2 H.7 - 砂岩 - 5_00 4.40 3.00 89.9

380 コ Ⅳ C2-568 磨 石 C2 I.6 1 終結凝灰岩 - 6.30 5.25 3.10 142.8

381 A 工Ⅴ C4JV 磨 石 C4 - - 溶轄凝灰岩 - 8.15 7.70 2.70 245.8

382 帆 Ⅳ DLTV-6L 細石核 Dl ド.12 - 流紋岩 ′ヽ - 3.40 5.50 2.90 48.7

第19表 C･D区旧石器時代石器計測表6
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地物蘇P/ ru上位 柵位 文様および別解 蜘 文 色調 胎 土 dTl考外lnj 内lln 外im 内in

25′l C2 r一線軸 机上のたるみ 比視文 良好 L少JPi拍 ISJJ々拍 Jlm以下の灰褐色 .赤褐色粒を命む. lrLJgT
SZ1 押型文?(剥鉱のため不liF1) 楕円押型文 にぷい井柁 こぷい王制豊

255 C3 ｢ー約 1貼什炎仰文ナチ ナデ 良如 例赤恥Iにぷいil14148 にぷい恰 3mm以下の灰n拙､lnd以Fの亦和也粒を含む○醐

256 C2 ｢一線部 PI;付卿 拝文粂奴舶薮のち､ナデ ナデカ協 のため､.m髄不明 良好 にぷい赤禍 にぷい赤禍 2m以下の灰白色 .灰褐色粒を含む. 晩沖I

257 Cl J'l湘 貼付炎i押上に竹肝状工且による下ノ7-からの迎統制炎文ナデ ナデ摘l吸収 良好 践瀬 洪哉 2-5Anの白色粒を含む.3ELJ城▲下のE;l色.苅白色.灰白色.灰色.褐色.'R栂色 .∫.tと他也和を多く含む. 晩州

第20表 C区縄文土器観察表

ユ放物諮号 時期 層位 注記番号 器 種 開査区 グリッド 石 材 接合番号 最大長(cRl) 赦大幅(cm) 最大厚(cn)) 宜 丑(g) 備 考

389 早期 - D2② 石 ♯ D2 - チャー ト 2.15 1.90 0.45 1.1

390 早期 m D]tn-252② 石 鍵 Dl D.lO チャー ト 2_30 1.90 0.70 0.9

391 早期 ∩ D卜1 石 嫉 Dt D.9 チャー ト 2.75 I.95 1.00 3.2

392 早期 帆 DIM-196 石 捗 Dl C.lO nV.耶石(姫島) 2..55 i.90 0.40 1.5

393 早期 m DIJu-275 石 嫉 1⊃1 C.9 チャー ト 3.45 2.80 0.50 3.6

394 早期 ∩ D]TI]-130 石 嫉 Dl C.10 貞■岩 I.60 1.45 0.35 0.5

395 早期 tn DllHC.9 石 嫉 Dl C.9 チャ- ト 2.10 1.50 0.30 0.6

396 早期 ∩ DJTI]-193@ 石 鯨 1⊃1 C-1O .T.聯石(姫FZ)) 2.35 1.95 0.50 1.0

397 早期 1m DIu1-244 尖頭器 Dl D.9 fi宋 7.00 4,10 1.80 47.6

398 早期 nI C1-134 尖頭器 C1 C.4 流紋岩 LO.15 2.20 1.00 16.8

39g 早期 m D1-日@ Dl C.8 チャー ト 1.90 I,.80 0.60 1.6

400 早期 山 DIlu-187 ∫)1 C.9 班紋岩 2.30 1,75 0.85 2.7

401 早期 uJ Dlm216③ 二次加工剥片 Dl D.10 チャ ー ト 2.60 2.00 1.10 5.3

402 早期 ul Dlln-256@ 二次加工剥片 Dl D.10 チャ- ト 3.40 2.40 I.20 8.0

403 早期 也 DIM-340 二次加工剥片 D1 C.10 果咽石(姫曲) 47 2.70 3.00 1.00 6.6

404 早期 - カ クラン 二次加工剥片 Dl - 貼曜石(姫島) 47 2.20 3.50 0.80 6.6

405 早期 Ⅲ D卜l3 石 核 Dl C.9 チャー ト 2.40 4.80 1.50 18.2

406 早期 - C2SZ2 磨鮎石斧 C2 - 砂岩 6.30 1.90 I.10 18.8

407 早期 m r)llu-213 襟 首臣 <Dl D.lO 求/レンフエルス 7.lO 7.50 3.80 258.0

408 晩期 - DISG1-253 石 縄 工)1 - 千枚岩 9.80 7.90 1.70 187.0

409 晩期 Ⅳ C1-88 石 錘 C1 a.4 砂岩 8.60 8.60 1.40 134.9

ヰlo 早期 Ⅲ D1-19+D卜20 磨 石 D1 C一8 砂岩 10.00 9.00 4.20 489.8

AIL 早期 ーV DJrV-67 Bfl石 C1 ド.12 砂岩 lt.75 u.00 5.60 1.024.0

412 早期 SGlDISG卜375 凹 石 Dl - 砂 ll.00 8.75 A.10 675.9

413 早期 Ⅳ DlⅣ-381(》 砥 石 Dl D.9 砂AI 17.80 -1.35 2.50 463.3

4ld 早期 Ⅳ DlーV-436 砿 石 Dl D.lO 砂岩 20.40 8.LID 3.80 1.223.0

第21表 C･D区縄文時代石器計測表
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第3節 中近世の遺構と造物

1.C1区 (第99囲)

C1区は丘陵裾部で､70×60mと最も広い調査区である｡掘立柱建物､土坑､ピット群が検出された｡

(1)掘立桂建物 (SB1-12､第99図)

SBlは､調査区中央南寄りの位置に検出した｡1×5間で北面に庇を持つ.横方向は東西 (N-790

-W)で､梁行4.00m､桁行11.30mである｡建物東側に､約1mの間隔をおいて､-直線状に並ぶビッ

ト列が見られた｡建物株方向とぴったりと直交しており､区画のため､あるいは目隠しのための柵列の

可能性が高い｡

SB2は､C1区北東部に検出した｡2×4間で､横方向は南北 (N-180-E)である｡梁行4.20m､

桁行7.60mで､柱穴床は平均で35cmである｡

SB3は､SB2と一部が重複している｡2×5間で､棟方向は南北 (N-200-E)である｡発行

4.90m､桁行9.20mで､柱穴深は平均で40cmである｡

SB4は､Cl区中央やや北よりに位置する｡1×2問で､棟方向は南北 (N-190-E)である｡

梁行3.00m､桁行5.80mを測る｡

SB5は､C1区の中央､SB4に憐接して検出した02×5間で､棟方向は南北 (N117olE)

である｡梁行5.00m､桁行10.20mを測る｡柱穴は､径60-80cm､深さ50cmと比較的規模が大きい｡

SB6は､東側でSB5と一部重複し､西側でSB7と一部重複 している｡2×4間で､横方向は東

西 (N1730-W)である｡梁行4.90m､桁行8.00mを測るo

SB7は､SB6と一部重複している｡1×2間で､横方向は南北 (N-180-E)である｡梁行3.00

m､桁行5.00mを測る｡

SB8は､SB7に隣接し､C1区中央やや西寄りに検出した｡2×4間で､横方向は南北 (N-180

-E)であるQ梁行4.00m､桁行10.50mを削る｡柱穴は､径60-80cm､深さ50cmと比較的規模が大き

く､SB5に近似する｡

SB9は､S】∋2の北側に検出した｡2×2間で､棟方向は東西 (N-680-W)である｡

梁行3.10m､桁行4.90mを測るo

SBIOは､SB9の北側､C1区の北端に検出した｡2×4間で､棟方向は東西 (N-650-W)で

ある｡梁行5.00m､桁行9.20mを測る｡

SBllは､SBIOの西側､C1区の北端に検出した｡2×4間で､棟方向は南北 (N-220-E)で

ある｡染行5.00m､桁行7.70mを測る｡柱穴は､径50-60cm､深さ40cmと比較的規模が大きい｡

SB12は､SBllの西に隣接する02×3間で､横方向は南北 (N-230-E)であるO

梁行5.00m､桁行7.20mを測るcSBllに隣接し棟方位もほほ一致するが､両者の間隔は1m以下と杏

接しているため､同時存在は考えにくい｡

2.C2区 (第100図)

C2区は､C1区の北側､1m程度の段差を上がったテラス面で､L字形に北側に拡がっている｡足

の踏み場がないほどに密集したピット群を検出し､掘立柱建物2棟を認定したO北端部の西向き斜面と
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なる部分で､貝殻の集積が確認され､調査の結果､ゴミの投棄場と推測された｡また､近接してウシ･

ウマの塩非が確認された｡

(1)掘立桂建物 (SB13･14､第100園)

SB13は､C2区東半に検出した｡3×5間の給柱で､4面に庇を有する非常に規模の大きな建物で

ある｡棟方向は南北 (N-290-E)で､梁行6.00m､桁行10.00mを測る｡多数のピットが集中して検

出された場所であったが､SB13の柱穴は､径40-50cm､深さが平均して80-100cmと他より規模が大

きく､また､塩土に若干の灰色シルトが含まれていたことから､区分することが可能であった｡

SB14は､SB13の西側に検出した｡2×7間で､棟方向は南北 (N-290-E)である｡染行4.30m､

桁行13.70mと非常に桁行の長い規模の大きな建物である｡SB13とSB14は､棟方位が一致しており､

ともに大規模建物でありながら､その間隔は3m以上と十分な距離を持つことから､同時存在した可能

性が高い｡

(2)土坑 (SC5･6､第100区卜 第101図)

SC5は､C2区北西部に検出した｡1.76×1.06mの楕円形で､検出面からの深さ40cmを測る｡ウマ

ー旗分のほほ全身の骨が出土した.頭部から頚部､前肢骨､脊椎､後肢骨など横臥位で乱れのない状態

であり､丁寧に埋葬された状況がうかがわれる｡

SC6は､C2区北西部に見られた貝殻の集積の範囲内に検出された｡人頭大の石や陶器大聾の破片

が集中し､その中にウシの頭骨や肢骨が見られた｡周囲は西に向かって強く傾斜しており､土坑として

の掘り込みは不明瞭であったが､石や饗破片､骨の分布が1.90×0.80mの範囲に集中しており､また､

断面の観察から底面に若干の窪みが見られることから､本来は長方形の土坑が伴っていたものと考えら

れる｡陶器破片は､大梁を人為的に打ち割り､平面的に敷き並べた状況であることから､単に廃棄した

のではなく､ウシを丁寧に埋葬したものと考えられる｡しかし､SC5に比べ骨の残存度が低く､下顎

骨が数片に分かれ､やや離れた位置から出土した状況を見ると､塩葬後に何らかの撹乱を受けたか､傾

斜地であるために小規模な崩落が起きたことが推定される｡

(3)貝殻等の集積 (SZl､第100区l)

C2区北西部に見られた｡8.00×5.50mの範閲で､西向き斜面に東側から投棄したようにカキ､ハマ

グリ､サザエなど大量の月殻や魚骨､獣骨等が堆積していたO陶磁器や土師質土器の破片､古銭等も混

入していた｡

出土した貝種と給J塁rは第25表のとおりであるO多くの貝は砕けて破片となっており個体数を計上する

ことは困難であることから､月種毎に重量を計測した｡内湾の潮間帯や浅海の砂泥､岩礁に生息する食

用の月が大部分を占めるが､タニシやカワニナなど淡水性のものや､ヤマタニシなど陛月も多少含まれ

ている｡また､明らかに直火により焼かれた痕跡が認められるものも見られた｡

SZlは､SB13､SB14といった大型建物の背後に位置し､大量の貝殻や魚骨､土器や陶磁器′｣､片

などが出土していることから､その性格は､屋敷地の背後の斜面に生活ゴミを投棄した痕跡と判断され

る｡
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3.C3区･C4区 (第100囲)

C3区･C4区は､C2区の北側に階段状に整地された比較的狭いテラス面で､0.5-1.0mの段差が

ある｡土墳墓､土坑のほかにピット評が検出されたが､明確な掘立柱建物は認定できなかった｡

(1)土墳墓 (SI)1､第100図 ･第101園)

C3区南西隅に検出した｡1.56×1.12mの長方形で､検出面からの深さ42cmを測る｡

人骨 (頭骨と四肢骨の一部)が出土したが､副葬品等は見られなかった｡残存状況が悪く､性別､午

齢等は不明である｡

(2)土坑 (SC1-4､第100図-第102匡Ⅰ､第24表)

SClは､C4区のほぼ中央に検出した｡0.86×･0.72mのやや小型の長方形で､検出面からの深さ37

cmを測る.床面中央に伏せた状態の鉄鍋が出土し､その下から錠1両､短刀 1振､銭2束が出土した｡

鉄鍋下の床面には､黄褐色土 (焼土か)が見られ､その上には約5cnlの厚みで木片と竹片からなる炭

化材が見られた｡更にその上に､鋭､鉄短刀､銭､炭化した布片が見られたが､骨片等は確認されなかっ

た｡

土坑内から骨が確認されていないことから､遺体を埋葬した土城塞ではなく､何らかの祭紀行為に伴

うものと考えられる｡

417は鋳造の鉄鍋で､口径48.Ocn1､底径37.Ocn)､高さ18.5cm､器厚は0,8cmを測る｡ロ緑はやや外反気

味で､底部外面に湯口が見られ､やや外に膨張している｡注ロや把手､吊り下げ用の孔は見られない｡

418の鏡は､鏡面を上にした状態で､鉄鍋から約半分が外側に出た状態で出土した｡径は11.68cmで､

周縁がL字形に短く立ち上がる｡1条の隆起圏線を持ち､その内外に草葉文がすき間無く陽刻されてい

る｡径2cmの紐は低平で､やや簡略化しているが亀を形取ったものである｡手擦れのためか頂部が痩せ

ている｡鏡面は丁寧に研磨され､光沢を残している｡

419の鉄短刀は､現存長29.7cn]で､鞘部は木質に革貼り､柄部は木質に布貼り (平絹 ･漆塗り)で､

鋼製の馬形の飾り金具を有する｡

420-426は銭束で､稲ワラを紐状に経ったもので結束されている｡剥離して確認できるものは全て

洪武通哲である｡2束が出土し､その枚数は100枚と95枚である｡

土坑内に見られた炭化した布片は､織 り目の比較的粗い麻の平織物で､数枚を重ねた状態 (あるいは

数回折り畳んだ状態)であった｡特に包まれたものは確認できなかった｡

SC2は､C4区中央やや南寄りに検出した｡i.77×1.32mの楕円形で､検出面からの深さ23cmを測

る｡ウシ1頭が埋葬されており､下顎骨､前肢骨､後肢骨が残存 していた｡各部の骨の位置に乱れは見

られず､横臥位で丁寧に埋葬されたものと考えられる｡

SC3は､C4区南西隅に検出した｡1.08×0.64mの楕円形で､検出面からの深さ15cmを測る｡ウマ

1頭が埋葬されたものと考えられるが､土坑北壁際に上下の臼歯が喫み合った状態で､東壁際に肢骨の

一部が出土したのみであるc

SC4は､C4区中央北寄りに検出した｡1.60×1.16mの不整長方形で､検出両からの深さ46cmを測

る｡ウシ1頭が埋辞されており､上下顎骨､前肢骨､後肢骨が出土した｡土坑ほほ中央に寛永通智2枚
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(第101図416)が出土している｡

4.C区出土の遺物 (第103-105図､第22表-第24表)

427-440はC1区からの出土である｡427-429は土師器で､壷 ･高杯ともに丁寧なミガキが施され

る｡430は平安期の幾である｡431I432は杯で､432は内外面ともに異化処理が施されている｡433-

437は土師質の小皿で､いずれもヘラ切り底である｡438は玉繰口緑の白磁椀である｡439は陶器の斐口

緑で､外面に茶褐色の鉄軸が施されるO440は唐津産の陶器皿で､ロ緑の4ヶ所を内側に折り曲げ波状

緑としている｡

441-459はC2区からの出土である｡441-443は土師質の空である0443は外面に格子日夕タキと

内面にナデが施される｡444･445は須恵質の嚢で､外面に平行タタキと内面にハケ日が施される.446

-448は土師質の杯である｡いずれもヘラ切り底である｡449は端反りの白磁椀､450は白磁ノJ､碗で､外

面にはヘラ状工具による放射状の洗練が施される｡451はC2区に検出されたウシの埋葬土坑SC6か

ら出土した｡在地産の鯉軸の大聾で､ロ緑部が断面三角形状に肥厚する｡焼成が甘く､内外面ともに器

壁の剥離が著しいO人為的に打ち欠いて､ウシを埋葬する際に土坑内に敷き詰めたものと考えられる0

452も在地産大聾のロ緑で､ロ緑郡が内側に肥厚し断面三角形状となる.453･454は陶器椀で､内外面

に施された浅黄色のガラスJBの軸薬には細かな貫入が見られる.455･456は唐津産の陶器皿で､見込

みに4ヶ所の胎土日積みの痕跡が見られる｡457は備前焼の壷で､口緑は玉繰形で屑部に3条のヘラ描

きを2ヶ所施すC備前焼皿期に典型的な重で､蔵骨器として使用されることが多い0458は備前焼の大

梁で､赤褐色の鉄軸上に浅草色の灰軸 (自然粕)が斑に付着する｡459は大聾の胴部-底部で内外面と

もに褐灰色を呈す｡

460-469はC3区からの出土である｡460･461は土師質の杯と皿で､いずれもヘラ切り底である｡

462･463は瓦質の鍔付鉢である｡内外面ともに異化している｡464は在地産の銀軸陶器の大栗である｡

焼成が甘く､内外面ともに器壁の剥離が著しい｡465は輸入青磁の椀である｡内外面に陰膏文が見られる｡

466は陶器皿で､切り高台である｡見込みに4ヶ所の胎土日積みの痕跡が見られる｡467･468は備前焼

の措鉢､469は土錘である｡

470-488はC4区からの出土である｡470は土師質の聾口緑で､内外簡ともに丁寧なハケ日調整であ

る｡471-473は瓦質土器で､いずれも鉢と思われる｡器壁が黒化している｡474は輸入青磁碗､475は

白磁の瓶である｡476･477は染付椀で､476は網状文､477は大振りの花文を施す｡478･479は陶器の

椀と皿である｡479は見込みに蛇のEf軸剥ぎと胎土日積みの痕跡が残る.480I481は在地産の搬細大聾

の口綾部で､器壁は剥離が著しい｡482･483は同一個体と思われる｡肩部4ヶ所に粘土紐を貼 り付け

た四耳責である｡胴部から底部にかけての作りは租く､数カ所に焼成時の気泡による膨れが見られる｡

485･486は同一個体の陶器壷で､厚く塗られた灰爵色軸の上から､肩部に濃緑色の軸を施している｡

487は無軸の陶器鉢で､口緑部を内面に折返し肥厚させている0488は砂岩製の砥石で､表袈面に珊か

な叩打痕が認められる｡
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第104図 C2区 出土遺物実測図 (458･459-1/4,他は1/3)
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第106図 C区 (C2区 ･C4区)出土遺物実測図 (全て1/3)

地 物ホ 和 訓 船 稚内l位 lu 1-.他 Lぺ H1 1こ地 点 抜出 (亡■) 下 法 . 加 地 , 又 紋 ほ か 色 別 JI t- の 抑 ホ 伯 乃
u 従 岐 確 淵 ll.1 外 両 内 而 外 両 内 而

1̀27 L叫盟 戟■一 Cl JL化気味 朋赤肘 LHiq他

428 上師遭 rf.iFfLLJit～17:拙 Cl (帆 Jl) 7ー 複ナデ にぷいKt E=ぷいfa ZnJIfi光沢性

LI29 土同一潜 抑叩肘仙 C】 ナチ 札lいナチ に.旨い岨 E=ぷい腔

1:ー0 LqJ *nlA C1 Eこぷい此NZ にぷいLC削

1̀3l 上価甘 柿LJ挫一作nl Cl (7.a) 拭ナチ 柵ナT- 胡瓜Kt 授此岨

432 七価甘 叶rl班一作鈍 Cl (6_55) 扶ナチ llL抱色 JAl和也 .I.Iと色

LI33 上席甘 【■u挽-戊師 Cl r]1Ll (lD.6) (8.○) [,85 にぷい船性的LLE Vl抑粗相b<

134 上席甘 ELn抜～JJt拙 C】 (6.5) 阿t己ナチ にぷい粒 【こぷい岨 簡一一fJ光沢位

Ll35 tWVr JLr1枚-政経 C1 (5.6) l.jJ転ナチ ナチ E"J恒ナチ にぷい柑 E=ぷい柑 簡JJな光沢蛇

Ll36 上価¶ 【■ Cl (7.37 be,ム<抑 a 正す?

Ll37 土価慣 JLHは～雌株 Cl 佃.○) ナチ ナチ Ek>;kl 成井心 声■な此れ柁

Ll38 rL1色 中ロ紘一推称 Cl 塩拙 眺｢l 映n

439 PJ IJl払 Cl 拭ナヂ 島紬 fAナチ 陀 Qi色の砂稚

ILtO l軸Bt 【■rlht-止 C】 (Ll.6) 5.2 4.6 内軒Nt 且仙 灰 灰粥 摘=TJt

LILIL 上W甘 ♯口払 C2 Slll Hl.Pt挟 朋灰 色の一七

IIJ12 土Lbi甘 鉢一日一 C2 ナチ ナデ g1赤恥 明赤恥 稚■TL光沢粒

川3 ト叫tT a一一称 C2 SEll 仇7.円タダキ -ケ口 明舟ミ肘 也 栂

IILI4 乱ar.杏 哩■l柾 C2 S1,L 相席瓜 凡l色 枇L東 恥■な光沢砿

LILIB 敏恕沓 gEI1維 C2 SZL '1,.TFタタキ 肘頭机 I.桃色 他比 御 な光沢蛇

LILIG tW甘 舛此柵 C2 SZL (lO.0) 化先攻 にぷい陀 にぷい杷

第22表 C区出土遺物観察表1
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地 物蹄や 欄 別 芯 帥熱 性 H:I J=1也 慌 I目 上他 J.'i 法lit(C4) 色 別 也. 上 の 朴 E& 蛸 卑
LJ 碓 旺 稚 船 ll7; 外 Lh- 巾 外 llli 内 l7RI

LILI8 l二bll甘 【■L)一▲-止 C2 SZI (7.5) (6.4) EdtF.ナア 輔A杷 桟iq杷

LILl9 l■絹王 税目紘一E.i-紘 C2 箱Liり ASf* 上るRZl鞍 映｢】 tL:rl

150 自由 小熊rlk-此奴 C2 (7.○) Jl 且伽 灰自 灰白

一15l F鞘膜 人生rl紘一Nr防 C2 SC6 (71.0) 気咋 良化帯しい gl心klにぷい此Nl 杷

152 Pl耕 人牡｢一組 C2 SZL ナチ 批ナチ FQ,鵡抑 伯 .にぷい抑

453 肉池 棉rl捷～Jlt柿 亡2 日 5.06 7.3'T 且軸lT人 改舛 放淑

LI.5Ll IhH# 碗r1捷-仏経 C2 (8.85) 2.93 5.2 11'̂ 耽純一■肋 施仙 Et入 絞此 鵡娼

LI55 Fb胆 trl挫一成tWL C2 SBL (ll.B) (Jl.l) (Jl.01 灰TB 剛伝ナチ作 卜佃由一的 にぷい抑 にぷい於JQ I.IjTlt

LI56 伽粋 JIn捷-水練 C2 SBL El2.05) (JI.01 (3.日 ナヂq)櫨rdり 船上Flf]Jみ にぷい抑 稚地 lJ_手相

457 p-溢 嶺目抜一皿ねi C2 (日.0) (]乙3) キ= 灰 眼灰 胤'lTl

LI58 PJ牌 人gLnは-N∫弥 C2 (36.ll 練ナチ 朕恥 .紋NZ ulll了T

LI59 F叫淋 人tJl化tL～止柿 C2 (29.2) 捕 .縦ナチ 柑灰 他灰

LI60 上価甘 柿PE称 C3 (8.6) rr,ltaナチ 洩m相 .柿 授抑他

JlGl 上肺Vr 【■ll抜一皿mi C3 1.2 EiJl触ナチ 眺rl 吠l-l

462 瓦甘 外ll一一FT C3 文 チ 暗灰 岬灰 朽付帥

463 A:甘 外■1加 C3 Mり .I肌変 fa.爪 巾 朽什鉢

461 FLJ牌 人*PI挽 C3 ナチ fAナチ ナチ 雌此 放此

1̀65 Ir中 棉ll紘一仲卸 C3 Jh紳 肺文 Ai軸 岬文 班オリ-プ 〃∈1LJ

466 F叫船 uLF)は-雌雄 Cユ 9.4 1.1 駅rj 渋胡 I..If排

167 F和船 m*口は-N価 C3 回転ナチ の肝rl 成珊相 .他I:A yE灰 ti川てT

468 l屯粒 暇外口板-N棟 C3 ld転ナチ 成他 にぷい用柑排他 愉1171

469 上慨甘 上梓 C3 Li.I.85 肘t.2 成5.8R

JITO t棚甘 *nl止 C1 スス什耕 秩-ケrl にぷい抑 朝粥

JITL JitT 外rl扱-TJt弥 C1 ナチ 構ナチ ハケrl 汁)}-プ良主 オリーブAl

J172 瓦甘 枠nlゑ C1 良化打しい 灰 灰

月73 太17 鉢口捷～JAt隷 C一l ナチ -ラt?川 ナチ 駅北 放廿( 血

Ll7JI 〟¢ 鶴目祉一作qI C.t JS]奴IJ JiIA JLh 上だオLr--I LC此

175 白瓜 帖 C1 7.a 武一肋 Lg]Q≡ナチ 耶LFLA: 純粥

J176 取付 税r1ほ一帖価 C1 (lll) 七仲 Ji仲 Lj:El 伏t≒l

177 吸tLr 鶴n椎-1Jモ純 C1 (7.61 (18) (6.01 塩軸 lH杖状 tl:Lj

Ll79 恥'AI 【■目抜一成称 C.l (l3.0) (Ll.○) (3.i) JiN1 l火オリーブ にぷい柑

480 軌肪 人gL目抜 C4 JA 上々

JI8l Pl# 外llI▲ C1 a:拍 ナ7- ナチ にぷいAl把 にぷい皿柁

LI82 l胡粉 戟ガ弓恥一体柾 C1 Ll燕軸 ナチ に.臥.抑神仙 183と同一

183 内船 戟 C.I (HLSS】 ーr)尽巾 ナチ に.如 ､柑 182と同一

1811 I:価甘 lュ撫 C1 止4.95 肘1.5 _Trig.恥

485 F勾ht 増rltt一灯拙 C1 (29.4) hfA 塩軸 班亡1.排出灰オリ-プ 岬庶政 Ll86とJLJ一一

LI86 FaJ筋 IJnnrI.-■l柾 C4 JEfB Jt軸 上喝血 .抱 にぷいm一任 485とltJ1-

第23表 C区出土遺物観察表2
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迫物林 TTJ, 器 機 調査区 出土地点 石 材 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(ctn) 並 Jt(g) 備 考

416 寛永通宝 C4 SC4 - 4.LIO 2枚

417 鉄鍋 C4 SCl - 高さ18.5 口径48.0 0.80

418 銅鏡 C4 SC1 - ll.68 5.50 198.7

LIlg 鉄短刀 C4 SCl - 29.70 3.95 1.80 170.6 榊郁 :木質に革貼 り.柄都 :木質に布貼 り

420 洪武通宝 C4 SC1 - 107.4 銘文､Jl8枚.稲 ワラを紐状に縫った もので結果

421 秋武通宝 C4. SCl - 30.3 銭東､12枚.稲 ワラを紐状にはつたもので結束

422 洪武通宝 C4 SC1 - 25.1 鶴来､12枚

423 淡武迎宝 C4 SC1 - 5/I 銭束､17枚.稲 ワラを紐状に経ったもので結束

424 洪武iB宝 C4 SC1 - 34.9 貴覧東.16枚

425 洪武過宝 C4 SCl - 15.7 銭束､7枚

426 洪武ib宝 C4 SC1 - 2.35 0.2 1.7

第24表 C区出土遺物計測表

舶 Ef 料 和gJ fTliht(I;) 脈々 生息地

二枚n網 マ′レスタレガイ｢lマルスダレガイ耕 アサリ lO.900 内湾の柏HJrHi'r'から水深10rlの砂が丘政

ハマグリ 66.̀160 内縛の制川川書や戎稚巨の砂服地

シオヤガイ ･= FJ1拷典雅の榔I''ilJi亨の泥庇に多い

バカガイ斜 シオフキガイ L'I,370 内粥の神目即Tuiの砂uPL=肢

リ ユウキユウマスオガイ科 イソシジミガイ 66 柵lrL川Fの砂や鮎の内湾

イワホリjJイ舟 シオツガイ 2llqH: NFILJ帯の泥#,Iに穴をあける

シジミ科 マシジミ○rヤマ トシジミ I,.050 マシジミ (i.rT川).ヤマ ト～(か.Jr:l.荘lの汽水域)

フネガイl二一 フネガイ科 サ トウガイ 50 18...-30 all砂成

イガイH イガイ科 ムヲサキインコガイ 30

カキ∩ イタヤガイ科 イタヤガイ 2約1/2個体 -20-50 細砂蛙

イダボ〟キ科 カキ (細分山来す)マガキ? 2.3005 i川FllN.t廉庇

淡水のt4?不LVT破片 (二枚只) 4222.3502附体2肘体

暇hi納(雀11) JJli始脱hitJ リユウテンサザエ梓 サザエスガイクラクズガイ 2.JILIL2803うち.遜202g1LqHL 川F卜の与川Fの1i'4川Fの冶 Li疎抜捷底座底

ニシキクズガイ耕 〆ンベイキサゴコシダカガンガラパティライシダタミガイクマノコガイクポガイイポキサゴ 300l60Ll26JI853102 1帥体 'の砂庇J肺の1Lf川Fのi'!川FのLL仰 のlll咋ulの相川Fの砂康成庚底座底鎌状]rui拝のilT顔脆底

アマオ1ネガイill アマオブネガイ 4l小体 川宇治庚

■f'収足H フジツガイ科 ポウシユウボラ? 63]僻HL- )常よりJk撫20rdの砂泥庇
ウミニナ科 イポウミニナフ ト-ナクリガイカワアイガイ 1.98037l5 脚rrii喝奥i,(,～川Fのの柑ー域の 底の小イ了や泥地.アシのJJ=.えたrin子持の砂泥肱やアジモ肺の砂泥戊

トJ/カワ=ナ件 タケノコカワニナ 360 手朝一水の じる河rlや幻

カワニナ科 カワニナ 352淡水 小才丁度

タニシ科 マルクニシ LSD淡水 附､i粁

ヤマタニシ科 8帥Ji の孫ち のrlu

新版足Il アクキガイ科 アカニシ 2′柑 3胞帖 n軸の神目lー川手よりJk深20FIの砂泥岨

レイシガイ 556 榊rTil肺のエi襟度

イポニシ 58 朔r77川'iのユFl座席

オニサザエ (臥) l6 棚FTI相打ー近の岩疎b-≡

柄帖∩ =ツボンマイマイ稗 8帥f1
凄貝破片 LBO

イこlyJ 班けた只不EyJ 3028

蚊鰍出虫ほか 1996r只｣エコロンll撚シリーズ 保1f川二を副Xl

第25表 C2区 SZl出土具種一覧
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第Ⅵ章 D区の調査

D区は､C区と同じく市立伊形小学校が立地する独立丘陵の南向き斜面及び裾郡に位置する｡丘陵斜

面は､数段のテラス状に整形され､畑地として利用されていた｡調査の進行にあわせ､裾部から順にD

l区､D2区とし､D13区までを調査 した｡

Dl区-D3区にかけて､旧石器時代から縄文時代､古墳時代､中世-近世の遺構と遺物が検出され

た｡またD4区～D13区については､表土剥ぎと精査を行ったが､特に明確な遺構は検出されなかった｡

なお､Dl区で確認された旧石器時代から縄文時代早期の遺構や遺物については､前章にて報告して

いるため､ここでは古脚時代 ･中近世の遺構や遺物について述べていきたい｡

第 1節 古墳時代 ･中近世の遺構と造物

1.Dl区 (第107区l)

Dl区は､丘陵裾部で､60×40mとD区の中では最も広い調査区である｡古墳時代の竪穴住居跡､掘

立柱建物､湛状避構､ピット群が検出された｡

(1)竪穴住居跡 (SA1-5､第107図 .第109図-第111図､第27表-第28表)

SAlは､Dl区南端に検出された｡4.75×3.45mの長方形プランで､検出面からの深さ35cmを測る｡

上屋構造を支持する柱穴は､6基と考えられるが､南東隅の柱穴は検出できなかった｡床面中央に駒lo

cmの深さの浅い皿状の濡ち込みが見られたが､特に炭化物や焼土は確認されなかった｡床面からやや浮

いた状態で多くの土師器が出土した｡

489･490･493は艶で､底部は木の葉底である.494-496は童形土器である.494は′ト塑丸底壷で､

二重口縁と算盤玉状に明瞭な稜を持つ胴部が特徴的である｡最大径は胴下部にある｡491･492I497-

512は高杯である｡杯部口緑は､外反するもの､やや丸みを持って立ち上がるもの､屈曲部から内傾す

るものが見られる｡脚部はいずれも短脚で､｢ハ｣字形に開くもの､やや膨らみを持つもの､円柱状で

中膨れするものが見られる｡513-518は鉢および椀である｡調整にはミガキは見られず､全体に丁寧

なナデで仕上げられている｡519は須恵器壷で､肩部に2条の沈線と櫛描波状文が施されるO内器両に

は指押さえの痕が顕著である｡

SA2は､SAlの東側約3mの位置に検出された｡3.75×3.50mの方形プランで､検出面からの深

さ25cmを測る｡柱穴は4基で､床面中央やや東寄りに不整形の浅い落ち込み (約5cm)が見られたが､

特に炭化物や焼土は確認されなかった｡床面からやや浮いた状態で多くの土師器が出土した｡

520-527は襲形土器である｡賢部から口緑部にかけて緩やかに外反するもの､直線的に延びるもの

が見られるが､全体の器形的にロ緑径と胴部最大径がほど等しくなるものが多い｡528-535は整形土

器である｡528は全体に辞手の作 りで､ ｢く｣字形に屈曲する繋邪に短い口緑部を持ち､張りの強い胴

部にはハケ日が施される｡529は倒卵形の胴部に小さな平底を持つ壷で､器壁は全体に風化が箸しいが

ミガキと丁寧なナデが見られる｡530･531はやや小振りの壷で､530は胴部中央に稜を持つ算盤玉形と

なる｡531はやや偏平気味の球胴で､全体に丁寧なミガキが施される｡532-535は二重口縁壷のロ緑部

である0538･539は憩あるいは壷の底部で､538が小さな平底であるのに対し､539はやや厚 く外に張
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り出すものの丸底を意識したものと思われる｡540-544は高杯で､540と541は同一個体である｡口縁

が直線的に延び深みのある杯部である540に対し､542は杯下部が平坦で口緑部は外反しながら広がる｡

544はエンタシス状に膨らみを持つ短脚の高杯脚部である｡545は手づくね成形の小型鉢であるc

SA3は､Dl区南東に検出された｡プランの約半分は調査区外で､既に削平を受けていた｡検出さ

れたのは4.45×3.40mであるが､本来は方形プランであったと考えられる｡検出面からの深さは30cmを

測る｡床面に主要な柱穴は検出されなかったが､壁際に10基の小ビットが確認された｡上屋構造あるい

は壁構造を支持するための補助的な柱穴と推定される｡床面から浮いた状態で土師器が出土した｡

546I547は葉形土器で､直線的に延びる口緑部と､粘土の愉積み痕が明瞭に残る胴部片である｡548

は/J､型壷であるが､器壁は全体に厚く､底部は平底気味である0549の高杯は､杯部に明瞭な段を有するo

SA4は､調査区中央やや南東よりに検出された｡掘立柱建物 (SB1)と重複している｡5.30×4.30

mの長方形プランで､検出面からの深さ35cmを測る｡上屋構造を支持する主要な柱穴は､プラン長軸線

上の2基と考えられるが､その他に10基程度のビットが検出されており､これらの中に補助的な柱とな

るものも含まれる可能性がある｡床面からやや浮いた状態で土師器が出土している｡

550は蔑口緑､551･552は壷形土器である｡553･554は高杯で､553は細身の脚部に平坦な杯下部が

付き､調整はハケ日が顕著である｡554は短脚の高杯脚部である｡579は砂岩製の磨石で､両端部に故

打痕が明瞭に残る｡

SA5は､調査区北西部に検出された｡4.70×4.30mの略方形プランで､検出面からの深さ25cmであ

るが､東側は床面付近まで携乱されており､東壁の立ち上がりは確認できなかった｡床面上に14基の大

小のピットを検出したが､その配置からはいずれが主要な柱穴であるか判断できなかった｡床面から浮

いた状態で土師器が出土している｡

556は/ト塑壷の口緑である｡557-560は高杯で､杯部は口緑が直線的に長く延び深みがあるO脚部は

短脚でやや太い｡580は砂岩製の砥石である｡

(2)掘立柱建物 (SB1-3､第107図)

S】31は､調査区南西部に検出された02×3間で､棟方向は東西 (N-740-W)である｡梁行4.30

m､桁行6.40mを測る｡

SB2は､調査区中央に検出され､南東隅部はSA4に重複している｡2×6間で､南北両面に庇を

有する｡横方向は東西 (N-880-W)である｡栄行4.00m､桁行13.50mを測る｡

SB3は､調査区北東部に検出された｡2×4間で､棟方向は南北 (N-230-E)であるo梁行4.00

m､桁行7.80mを測る｡

(3)溝状遺栴 (SEl､第107囲)

SElは､調査区南西隅に､23mの長さで検出された｡幅は2.30-3.00m､深さ0.80-1.00mを測る｡

満底付近には帽約80cmの帯状に石の集積が見られたOまた､埋土中位と上位に硬化面が見られた｡掘削

当初は水路として使用されたものが､後に通路として使用されたものと推定される｡埋土中から､陶磁

器片､古銭等が出土した｡また､鉄津も多く混入しており､周辺で鍛冶が行われていた可能性が指摘さ

れる｡
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第107図 Dl区 遺構分布図 (1/250)
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2.D2区 (第108図)

D2区は､Dl区の北側で約1.5mの段差を持つテラス面である｡掘立柱建物､土坑､性格不明の大型

の掘り込み､ピット群を検出したC

(1)掘立桂建物 (SB4-5､第108図)

SB4は､D2区東部に検出された.2×3間で､横方向は南北 (Nl150-E)である.梁行4.80m､

桁行5.80mを測る｡

SB5は､D2区中央やや西寄りに検出された｡1×2間で､棟方向は東西 (N-620-W)である｡

染行2.40m､桁行4.90mを測る｡

SB6は､SB5の西側約2mの位置に検出された｡2×2間で､横方向は東西 (N-640-W)で

ある｡梁行3.50m､桁行4.30mを測る｡

SB7は､D2区北西に検出された｡2×6間で､棟方向は東西 (N-650-W)である｡染行4.00m､

桁行11.50mを測る｡

SB8は､SB7に重複するように検出された｡2×4間で､棟方向は東西 (N-650-W)である｡

梁行5.00m､桁行9.00mを測る｡

(2)土坑 (SCl､第108区卜第112周､第28表)

SClは､D2区中央南端に検出された｡2.24×1.62mの楕円形で､検出面からの深さ30crnを測る｡

大型陶器を破砕し､破片を床に敷いた上に､ウマ1頭が埋葬されていた｡土坑北端に下顎が見られた｡

胴部骨や四肢骨の残存状態は悪かったが､部分的に残る腰骨の状況から背を東にした横臥位で埋葬され

たものと推定される｡

561は在地産の鯉軸陶器の大楽である｡僅かに内湾する口緑部は肥厚するものの､休部から底部まで

全体に薄手の作 りである｡

(3)性格不明の大型掘り込み (SZl､第108園)

SZlは､D2区中央に検出された｡6.50×3.50mの不整長方形で､深さは50cmを測る｡埋土は､褐

色土や暗褐色土､黒褐色土の混土で､一気に埋め戻されている｡床面から約30cm浮いた状態で､ウマの

祉骨片が出土したが､C区やD区で検出されたウシやウマの埋葬土坑とは状況が大きく異なるC埋め戻

し時に混入したものではないかと考えられる｡
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3.D3区 (第108図)

D3区は､D2区の更に上段のテラス面である｡掘立柱建物､土坑､溝状遺構､ピット群が検出され

た｡

(1)掘立桂建物 (SB9-13､第108図)

SB9は､D3区東端に検出された.2×3間で､横方向は東西 (Nl770-W)である.梁行3.50m､

桁行3.80mを測る｡

SBIOは､D3区中央やや東寄りに検出された.周招馴こ多数見られたピットよりも一回り大きな径70

-90cmの柱穴で構成されることから容易に峻別されたが､建物南東部にあたる部分が大きく撹乱されて

いたため､数基の桂穴が見られなかった｡本来は4×4間の大型の建物であったと推定される｡棟方向

は東西 (N-730-W)で､梁行9.30m､桁行10.50mを測る｡

SBllは､D3区中央やや西寄りに検出された｡2×4間で､棟方向は南北 (N-220-E)である｡

染行5.80m､桁行6.40mを測る｡

SB12は､SBllに重複して検出された｡2×3間で､棟方向は東西 (N-659-W)である｡梁行

4.40m､桁行6.00mを測る｡

SB13は､D3区西端に検出された｡2x2間で､棟方向は南北 (N-240-E)である｡梁行3.90m､

桁行6.50mを測る｡

(2)土坑 (SC2､第108図 ･第109図)

SC2は､D3区中央南端に検出した｡1.32×0.66mの長方形で､検出面からの探さは僅かに10cmで

ある｡ウマ1頭が､頭部を北に､背を東にして横臥位で埋葬されていた｡検出時は下顎骨と胴部骨が見

られ､検出状況の実測を行ったが､遣存状態が非常に悪く､胴部骨は粉々に砕けた状況であり､下顎骨

と臼歯のみしか取り上げることはできなかった｡

(3)満状造機 (SE､第108囲)

D3区では､調査区東端と中央に､それぞれ南北方向に延びる溝状遺構を検出した｡帽は1.5-2m､

深さ30-50cmであるDこれら2条の溝は､大型建物SBIOの東西両側に位置しており､屋敷地の区画

を意図したものと推定される｡

D3区西半部に見られた東西方向や南北方向の港は､5-10cmと非常に浅く､周囲のビット埋土が暗

褐色土や黒褐色土であるのに対して暗灰色を呈しており､非常に新しい時期のものという印象を受けた｡

調査前まで行われていた畑耕作に伴う掘削痕と考えられる｡

4.避構外出土の造物 (第113図､第28表 ･第29表)

562-572はDl区から出土した｡562･563は土師器の聾で､562は胴部に縦方向の粗いケズリが顕

著で､563は横方向のハケ日が目立つ｡564･565は青磁椀である｡564は外面及び口緑部内面の8m程

に灰オリーブ色の軸が施されるが､それ以下の内面には一次焼成時の白色粕が薄く見られるのみである｡

566-568は白磁である｡566は無高台の皿で､SA2から出土したものの同遺構の出土造物が全て古墳
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時代の所産であることから､後世の撹乱により混入したものと判断される.567は玉縁口縁の椀､568

は断面形三角の小さな高台を持つ皿で､その形態的特徴から朝鮮系白磁の可能性が指摘される｡569-

571は陶器である｡569は唐津の椀で､見込みに4ヶ所の胎土El積みの痕が残る｡570は内外面の全面に

施粕した後に高台畳付のみ軸剥ぎしている0571は瓶のロ緑で､頚部から口緑に鉄瓶､休部に灰オリ-

ブ色の粕と塗り分けている｡

573-577はD2区から出土した｡573は須恵器の蓋で､口緑部は屈曲して外側に延び ｢かえり｣を持

たない｡焼成は甘く､器壁は風化気味である｡574は玉緑口緑の白磁椀である｡575は在地産の蟹である｡

口緑部は ｢T｣字形に内外に張りだし､鉄軸の施された外器面には肩部に梅花形の粘土紐の貼付が見ら

れる｡576は備前の播鉢で､ロ緑部は僅かに外に張り出す程度で強い肥厚や口緑常の成形は見られない｡

578は貫岩製の砥石で､隅に両面からの穿孔が見られ､紐を通して携帯したものと考えられる｡

581-586は表株など出土地点が明確でない遺物である｡581は土師器の杯で､ロ緑は内湾し､器面に

はミガキが明瞭である0582は土師質の鉢で､外傾するロ緑の端部は外に折り返される0583は玉緑口

緑の白磁椀である｡584は青磁椀で､休部には鏑遊弁の陰刻が見られる｡585は国産青磁椀で､見込み

に蛇のEl粕剥ぎが見られる｡586は土師質の鍔付き鉢 (羽釜)であるo比較的粒子の揃った胎土で､僅

かに石英等の混入物が見られる｡器壁は異変し硬質である｡

辿 物JB' 替 llX 仲l iETL托汚IL l-'{ rlt上嶋l< r7u=JhL.I... ZE故 (ca) 色 狙 N.. 上 の 特 赦 滑 々
lI碓 成 稚 甘 心 外 Lb' 内 血i 外 rrE) 内 dti

489 I._師か 也rl D] SAl 仇ナチ にぷいKE 紐

JI90 上術l卦 牡ll一七 Dl SAL にぷい般 にぷい此t珪

491 上聞jAL lLIJ;J1.Fl:1こ伽 nl SAl ナチ KE にぷい1亜

492 t肺出 FG坪lt:1二Ef; D】 5人l 肋ナヂ ナヂ にぷいIな r=ぷい爪栂にぷい岨

493 1ニbtJ世 牡 L)1 S人l llLいナチ ナチ lAt杜ト 粒 杷

FI9Ll L肺製 舵rll女.-Llt肺 D】 S人l 9.8 l2.脂 ナデ ミガキ ナデ にぷい他 r任

495 上関一軒 i■ltqL DJ SAl ミガキ ナチ 蛾炊Vz のt空

496 土師BL i柄和一■lmI Dl SAl 駅ハケ11.I.A.t俊 ナチ にぷい鞍LQ抑成

497 l二肺製 柿咋Lf仇 rH SAl tl8.01 駅ナチ 凶督 t?ナチ KE にぷいf任lこぷい爪也

498 上州j製 hlJ1こIー:上付 r)l Ŝl (l6.61 Tqrなナチ T中なナチ 把 舵

LI99 仁和】瞥 r朽咋坪上印 lH SAl (l8.6) TYな桝ナチ 絹地ta 放射Nl fLm色相 .k光沢†正

500 L=btJ.製 爪tf.-咋nrL M SAl+SA2 ナチ E=ぷい柑Fu にぷいI任Hl nl色光オ乙仲

501 ヒ帆船 崩咋Jfl二加 u1 ŜJ ナチ Eこぷい位相EWAL 紐

502 L.叫At rr6Jf叶 上部 n1 SJ= 駅ナチ fXナチ FQにぷいgtlLQ t8

503 上呼野 U,上f畔柵 D1 SAl ナデ tI-I.チ tAナデ fB,政此 にぷい爪但

50Ll 上肺製 lUl.I7=Lt伽 Dl SAl ナデ ナデ 担 LIJ跡地 Aな光沢柁

505 t_Miお 腐lf;叶PE郎 O1 S▲l ナチ にぷい虹 rこぷい妨kl

506 上肺ZiL 巾叶脚軌 Dl S人l ミガキ ナチ 虹 虹

507 tbt]Zi F6岬AEP跡 0ー Ŝl ナチ ナヂ I任にぷい他 Nlにぷい他

第26表 D区出土遺物観察表1

-170-



地 物好 け Ft 別 砦 絹飾付 rlILl地区 m LこJ七山 a;盟 (Eq) 色 鞘 肋 1こ の 帥 ZB 脈 々
rl 粍 成 稚 む lrYl 外 而 巾 両 外 両 巾 両

509 上肺製 i.7;咋J申LDi D】 SAT ナデ KEにぷい般 腔

510 _ll肺AL 硝上FA別Fli D】 S人l ナチ ナチ kl IIJ抑地位

5日 LlhtTRL 朽J:Fl印加 lH ŜL ナチ ナチ 栂 陀

512 上伸世 朽ir'Ag軌 DJ SAL ナナ ナチ L3にぷい肘 也にぷい紐

513 上hTJ谷 Iーrl挫～■l軌 L日 S.u スス付胡 仇ナヂ 沈UIL紹

5lLl P,仰AL 帆｢ー托 Dl SAl ナチ ナチ K, 汲抑紐

515 _1二仰Al 臥n托 u1 SAL 拭ナ.7 肌ナチ Fa rこぷいPTF3

516 上師製 帆目は I)1 S.tl l任

517 上価か 帆rll土～床机 D】 S.u L.I.2 7.5 ナチ ナヂ BにぷいylFEE

518 1,bV担 棉完形 Dl SAL 上6.2 7.a ナチ にぷい此LQKE 妃 榊 Ir.m稚粒

519 才tlLtRL 1枚N柵 m SAI 胤 庸波状文 釈 釈

520 上PtJか 牡rl操～fl抑 ‖1 SA2 (25_lI 紙ナデ T_払瓜 fAナチ m所〟̀ にぷい此岨

521 上肺AI 班nl上～■1抑 ロー SA2 (28.0) 駅ミガキ 醗 1血相 一料

522 上脚数 也｢lI圭一fl榔 DI SA営 (l3.5) ナチ ｢Ll ナチ 1ニllu-I Ht め 肌色の柁

523 上師笹 gt新村ト ■l批 nl Ŝ2 にぷいt正 秋 也

524 土師潜 *目抜 い1 Ŝ2 ナチ ナチ St■人の他の粒

525 上岬製 先口軸-邦跡 lH Ŝ2 ナデ K化,jt昧 にぷいiQ にぷい節付

526 1二WAL Arー托 D】 SAZ tIナチ FQ F11耕地

527 上卿AL 牡rl捷～朝練 D1 Ŝ2 ナチ 仇ナチ ナチ Vl赤恥 明的
528 土師Zi 立 Dl SA2 い7_り tR にぷい位
‖l土-■一 RE ハ}/rJ dl# 粒

529 上師ZiL &邦知-店抑 01 Ŝ2 (4_lSl 良化ガしいチ 明dt他 刑#栂F=ぷい帖

530 上肺Zi 成モ■棺li 巾ー SA2 KF l珪

531 上肺瞥 I説n蛙一成柵 n】 SA2 ナデ ELLt:野しい にぷいVtKE にぷい岨 の光沢柁

532 上肺整 ⊥トr1梓～Ll:ねl 一日 SAZ l2.95 ナチ fIミuキ mtdl叔 K> 紐

533 上btl沓 也rlli一郎称 Dー SA∃ (I○.Jl) ナデ 熊ナデ 瓶ナチ kt 般

53′l 上叫搬 屯r1事A 1日 Ŝ2 ,.ll変 ナデ TTil脈状 虹 陀 嶺JIfL光沢校

535 LbV製 軸Flは lH Ŝ2 (8.日 ナチ 札ナチ tAナチ にぷいPEFQ にぷい杷

536 _J二肺盤 吐rll丘一期弥 D】 SA2 旅ナデ スス一一一打 fIナ,i にぷい舵にぷいRi にぷい紐1こぷい朗は

537 上仰AL 上卜 D1 Ŝ2 蛾ナチ ナチ 虹

538 土btJ暫 牡UtNtL D】 SA営 艮ttl1ti埋3.9 ナチ 一二A山 にぷい粥は 吹 I立

539 _t肺AL #純抑 01 SA2 6.9 ナチ ⊥仙瓜 は耕叔 朋UI-料にぷい此帖 位 JEこぶいtn 択粒

540 J二Eqi製 爪咋咋hL Dl Ŝ2 (l7.6) yr陀 鵡娼 光れ世 539とLpl-

5Lll L仰齢 朽咋抑跡 1日 SA2 SJl○とー司 .

5/l2 上向】紫 f芹叶咋抑 Dl SAZ (20.85) 肺ナチ tIナチ lyL総和 ,和 紀

543 上肺AA rrGIf,Jf..畦郎 lH Ŝ2 桝ナチ 維此Nl 紐 砂粒

544 上肺AA 市J:il坤Lni 【‖ SA2 拭ナチ ,.Ll柴 ナチ L3 ln赤恥にぷい此弛

515 上恥廿 ′J諾 D】 SA2 6.73 a..IS JI.16 ナチ 桔 r灰且掲 刷舵払 r托

5El6 ⊥btJF 牡Hlt Dl SA∃ (26,i) 拘LjE.LAe比帆 lこぷいuttn

5.,l7 上関j丑 姓N軌 ロ】 SAD ナデ T_札lLl にぷい肘批粘 にぷいnr把

5El8 I.ThllBL 小判Ji榊rm--成抑 01 Ŝ3 2.9 ナチ 仙変 ハケ日の槙ナチ KE fQ 色凄qJの光沢柁

第27表 D区出土遺物観察表2
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地 物好 け Ft 別 Eiil飾 付 rlILl地区 m LこJ七山 a;盟 (Eq) 色 鞘 肋 1こ の 帥 ZB 脈 々
rl 粍 成 稚 む lrYl 外 而 巾 両 外 両 巾 両

550 上肺製 gLLI托 D】 SA.I 腔 .にぷいPlla r=ぷい此把

551 _ll肺AL 鵬■一Rli D】 SA4 粒 ,にぷい船艇 にぷい蹄

552 LlhtTRL 柿口托 lH Ŝ.I 仇ナチ にぷい柑 別井栂にぷい此fQ

553 1こhliAL lL'.ilf:LT;軌r-肘掛 D] SA1 ハケl1 明赤RlL=ぷいUF臨 lJl弁軸にぷい舵臨

55EI 上師hi 代打岬軌 I)1 SA.I ナチ ナチ 潤此絶 収

555 上h7lお 朽坪如ZF. ul Ŝ1 ナチ ナヂ にぷい朗la r=ぷい紐

556 ]:仰AL 堀nk Ol Ŝ6 仇ナヂ 栂 FQ

557 上師恩 J.i咋liこ抑 D1 SA5 (l7.8) 耶究 にぷい紐 にぷい岨 砂粒

558 L_hbAi 捕咋I;fmi Dt SA5 (l7.51 l任 tB

559 上仰製 5.1咋杯恥～脚nI n】 SA5 ナア ナチ 也 虹

560 JLbtlA 打.1Lf:咋和一kl抑 ut SA5 L3.l ナチ ナチ Fn 杷

561 内船 吐 くliぱ完)ロk一成跡 D2 SCl (63.3) (69.l)BL化捗しいナチ fAナチ チ m伏 .肘 Ri.粥駅 の光れ柁

562 上師製 洗口捷-Fl柵 m 収 fIナチ ナチ _Lll鳴 yl廉恥 にぷい朗陀

563 ｣二肺AL AEl扱～NHLL い】 (22,Ll 成功 沃地

564 Lll屯 帆｢Jl い1 SGl 施fA Jil粕 灰オ1J-プ排日 Detj l白人仏

565 Tr4( 碑碓柿 rH S引 垢軸 苅台内野胎 島軸 にぷい苅 DLEだ l白人G.

566 l一】¢ Lnu挫～bEmi D】 Ŝ2 (l○_2) (3.3) (2.7) り EA:｢l 上L:rj

567 ｢1威 Orl祉～NZlWL lH R抜r1校 盤軸 良軸 LL:-rー 上t:ll

568 Elq 【m此跡 1日 SGl (6.伯) 地軸Et'̂ A&軸Ll人 吠rl 灰n 仰■羊系

569 Pl盟 皿成れ I)1 S引 (.I.lL) bA:.にぷい抱 にぷい杷 ).Ti誹
570 恥iBl 帆 L日 S引 (5.2) 鳥相r1人 統胡 LLiL)

57t Al冶 扱｢l振-瑚軌 01 Ŝ5 士.t}3 塩軸 払灰オリーブ 灰臼

572 上Wiだ _l二代 い】 Sl:l 戊2.83 A(LT7 lI紬_9g

573 考l恕ZiL Zlll挽 D2 SC2 (l6.9) ナデ EA化持しい 成n

57Ll l-】¢ A D2 Ja軸 rRTr.l ～:n

575 fal船 Ar1一女-肘掛 O2 回心ナチ ,IIL栂 にぷい此奴

576 Eal船 一山鉢口板-■一部 u2 のせr] 柿 妨灰 .宇父嫡 伯仲

577 卜M]fT t# r)2 )壬4.l ーl2.15q(]7.4Ft

581 上晒製 岬叶mi ミガ.4. にぷいt正 L=ぷい位

582 土師甘 ▲LrJ抜 ナチ 仇-rヂ 【こぶいg4'LQ r=ぷい此IQの砂粒

583 FLI脊 帆口l♯一件弥 毛はLTは 施軸 JB軸 映F'1 tJIr1

584 L'lt4 税L)操 Jh軸 地軸 オLI-プ炊 炊tj

585 /f卓 税広軌 (i.郎 鳥軸 tCのrl軸淵ぎ 明は灰 灰自

586 L肺Fr 羽雀Fll虫一件爪1 (23.I) 拍 にぷい栂 の砂地

第28表 D区出土遺物観察表3

ユ出物林 や 器 種 調査区 出土地点 石 材 最大長(cD) 舟大幅(cm) 最大厚(cm) 塵 丑(冒) 備 考

578 政石 D2 - f1-岩 5.65 3.00 l.00 22.90

579 磨石 D l SA斗 砂岩 I.1.50 9.10 6.00 92一l.0 両端に蔽打痕

第29表 D区出土石器計測表
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第Ⅶ章 自然科学分析

第 1節 宮崎県延岡市､林遺跡における自然科学分析

1.林遺跡における放射性炭素年代測定

(1)試料と方法

株式会社 古環境研究所

試料名 地点 ･層準 種 類 前処理 ･調整 測定法

NoI C4区 SC2 骨

No2 C4区 SCl 炭化物

NQ3 C6区月塚 炭化物

NQ4 Dl区 SAl 炭化物

NQ5 Dl区 SA2 炭化物

NQ6 C3区SC7 炭化種子
(炭化米)

コラーゲン抽出.

酸-アルかノー酸洗乳

酸-アルかノー酸洗乳

醍-アルか｣一散洗乳

酸-アルかノー酸洗浄,

酸-アルか)-酸洗軌

石墨調整

ベンゼン合成

石墨調整

ベンゼン合成

石墨調整

石墨調整

加速器質量分析(AMS)法

β線計数法

加速器質量分析(AMS)法

β線計数法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

(2)測定結果

試料名 uC年代 813C 補正14C年代 暦年代 (西暦) 測定NQ

NQ1 101.0%±0.7% 一10.4

NQZ

NQ3

NQ4

NQ5

NQ6

360±60 -28.7

160±60 交点 :ADl680,1745,1805,1935 125535

1♂:AD1665-1890,AD1905-1950
2♂:AD1650-1950

300±60 交点 :AD1640

1♂:AD1515-1585,AD1625-1655

2♂:AD1470-1670,AD1780-1795
AD1945-1950

850±60 -28.9 790±60 交点 :AD1260
10:AD1215-1285

2♂:ADl165-1300

1690±60 -30.8 1590±60 交点 :AD450

1♂:AD415-555

2♂:AD370-615

1760±70 -28.0 1710±60 交点 :AD370

1♂:AD245-420

2α:AD160-530

640±40 -24.1 650±40 交点 :AD1300

1♂:AD1290-1315,AD1350-1390
2♂:AD1280-1405

125536

125537

125538

125539

136469

1)14C年代測定値

試料の･tLIc/12C比から､単純に現在 (1950年AD)から何年前かを計算した億｡1/tcの半減期は5,568

年を用いた｡
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2)∂13C測定値

駄科の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)｡この値は､標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (‰)で表す｡

3)補正14C年代侶

813C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り､Il°/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代｡

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気lFl'4C濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)O

較正には年代既知の樹木年輪のIJIcの詳細な測定値､サンゴのU-Th年代と11C年代の比較により作成さ

れた補正曲線を使用 した｡暦年代の交点とは較正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意

味する｡16(68%確率) I26(95%確率)は､校正1dc年代値の偏差の幅を校正曲線に投影した暦年

代の帽を示す｡したがって､複数の交点が表記される場合や､複数の】♂ ･2α値が表記される場合も

ある｡

2.林遺跡における種実同定

(1)試料

試料は､C3区SC7から出土した炭化種実である｡

(2)方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し､形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った｡

(3)結果

同定の結果を以下の表に示し､保存状況が良好な試料について実体顕微鏡写真を示す｡

表 1 林遺跡における種実同定結果

出土遺構 分類鮮 (和名/学名) 部位 個数 備 考

C3区SC7 イネoryzasATtlvaL, 炭化果実 59 破片多数

イネoryZaSATivaL.炭化果実 イネ科

果実は黒色で炭化している｡楕円形を量し､艦の部分がくぼむ｡表面には数本の筋が走る｡

(4)考察

C3区SC7から出土した炭化種実は､イネの炭化果実 (炭化米)であった｡計測を行った結果､平

均値で長さ4.3mm､長さと幅の比が1.7であった (表2)｡佐藤敏也 く1971)の分類では､極々小粒で短

粒のコメに比定される｡弥生時代では極小粒で短粒のものが中心であり､古墳時代以降は中粒から大粒､
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長粒のものが増加する傾向がある｡

文献

佐藤敏也 (1988)弥生のイネ.弥生文化の研究約2巻生薬,雄山閣出版株式会社, p.97-111.

佐藤敏也 (1971)日本の古代米,雄山間出版株式会社.

表2 本ド追跡出土イネ果実実測値

資料No 長さ (臥) 幅 (mm)

1 4.3 2.6

2 4..0 2.5

3 4.0 2.5

4 4..0 2.6

5 4..2 2.5

6 4..1 2.4

7 4.0 2.2

8 3.9 2.8

9 3.9 2.7

10 4.3 2.7

ll 4.7 2.8

12 4..0 2.4

13 4.2 2.1

14. 4..0 2.6

15 4.0 2.0
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写真 1 林遺跡の種実

1 イネ果実
- 1.Omm

5 イネ果実
- 1.Omm

9 イネ果実
- 1.Omm

13 イネ果実
- 1.Omm

島 :.

2 イネ果実
- 1.Omm

6 イネ果実
- ･1.0mm

曲 ･}:･十

10 イネ果実
- 1.Omm

14 イネ果実
- 1.Omm

3 イネ果実
- 1.0mm

7 イネ果実
- 1.Omm

11 イネ果実
- 1.Omm

15 イネ果実

- 176-

- 1.Omm

4 イネ果実
- 1.0mm

8 イネ果実
- 1.Omm

12 イネ果実
- 1.Omm

16 イネ果実
- 1.0mm



3.林追跡から出土した木材の樹種同定

(1)試料

試料は､D3区から出土した柱材であるQ

(2)方法

カミソリを用いて､新鮮な基本的三断面 (木材の横断面､放射断面､接線断面)を作製し､生物顕微

鏡によって60-600倍で観察したO樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った｡

(3)結果

結果を表 1に示し､同定の根拠となった特徴を記す｡また､各断面の顕微鏡写真を示す｡

表 1 林道跡から出土した木材の樹種同定結果

試料 樹種 (和名/学名)

D3区,枝村 タブノキ MachLLLLSlhLLnbergiiSieb.elZucc.

タブノキ MachlJusthunbergiiSieb.etZucc. クスノキ科

横断面 :やや小型の道管が､単独および2-数個放射方向に複合して､平等に分布する散孔材である｡

道管の周囲を鞘状に莱細胞が取り囲んでいる｡これらの柔細胞の中には､油を含み大きく膨れ上がった

ものも存在する｡

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔または少数ではあるが､数の少ない階段穿孔が存在する｡放射組織は

ほとんどが平伏細胞で､上下の縁辺部のみ直立細胞からなる｡

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で1-2細胞帽である｡上下の縁辺部の直立細胞のなかには､

しばしば大きく膨れ上がったものがみられる｡

(4)所見

分析の結果､D-3区から出土した在村はタブノキと同定された｡タブノキは暖温帯の照葉樹林の主

要構成要素であり､海岸部にも生育する常緑広葉樹である｡高さ15m､径 1mに達し､材は耐朽性､保

存性ともに中庸で､建築､家具､土木､器具､楽器､船､彫刻､薪炭などに用いられる｡

文献

佐伯浩 ･原EE]浩 (1985)針訴樹材の細胞.木材の柄乱 文永堂山I乱 p.20148.

佐伯浩 ･原田括 (1985)広菓樹材の細胞.木材の構造,文永盤出帆 p.49-100.

島地謙 ･伊東隆夫 (1988)日本の避跡出土木製品総監 雄山臥 296p.
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写真 2 林遺跡出土木材の顕微鏡写真

0.2mm 放射断面 0.2mm 接線断面

D-3区 柱材 タフノキ

4.林遺跡における植物珪酸体分析

(1)はじめに

植物珪酸体は､植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (SIO2)が蓄積したものであり､植物が

枯れたあとも徴化石 (プラント･オパール)となって土壌中に半永久的に残っている｡植物珪酸体分析

は､この微化石を遺跡土壌などから検出する分析であり､イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定お

よび古植生 ･古環境の推定などに応用されている (杉山,1987)｡

(2)試料

分析試料は､Dl区C･10グリッド､C2区Ⅰ･6グリッド､C3区SC7の3地点から採取された

計28点である｡試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す｡

(3)分析法

植物珪酸体の抽出と走塁は､プラント･オパール走塁分析法 (藤原,1976)をもとに､次の手順で行っ

た｡

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約1gに直径約40iLmのガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.1n唱の精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ･6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W ･42KHz･10分間)による分散

5)沈底法による20FLm以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡 ･計数｡
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同定は､イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし､400倍の偏光顕微税下で行っ

た｡計数は､ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った｡これはほほプレパラート1枚分の精査に

相当する｡試料 1gあたりのガラスビーズ個数に､計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率を

かけて､試料 1g中の植物珪酸体個数を求めた｡

また､おもな分類群についてはこの億に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あた

りの植物体乾重､単位 :10~5g)をかけて､単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を貸出した｡イ

ネ (赤米)の換算係数は2.94(種実垂は1.03)､ヨシ届 くヨシ)は6.31､ススキ属 (ススキ)は1.24､

メダケ節は1.16､ネザサ節は0.48,クマザサ属 (チシマザサ節 ･チマキザサ節)は0.75､ミヤコザサ節

は0.30である｡タケ亜科については､植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた｡

(4)分析結果

a.分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである｡これらの分類群について定量を

行い､その結果を表 1および図1に示したO主要な分類群について顕徴税写真を示す｡

〔イネ科〕

イネ､キビ族型､ヨシ属､ススキ属型 (おもにススキ属)､ウシクサ族A (チガヤ属など)､ウシクサ

族B (大型)､Bタイプ

〔イネ科一夕ケ亜科〕

メダケ節型 (メダケ属メダケ節 ･リュウキュウテク節､ヤダケ属)､ネザサ節型 (おもにメダケ属ネ

ザサ節)､クマザサ属型 (ナシマザサ節やチマキザサ節など)､ミヤコザサ節塑 (おもにクマザサ属ミヤ

コザサ節)､未分類等

〔イネ科-その他〕

表皮毛起源､棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞由来)､茎部起源､未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ屑)､クスノキ科､マンサク科 (イスノキ屈)､その他

b.植物珪酸体の検出状況

1)Dl区C･10グリッド (図 1)

Ⅱ層 (試料 1)からV層 (試料9)までの層蜂について分析を行った.その結果､V層 (試料8､9)

では､ウシクサ族Aやミヤコザサ節型が比較的多く検出され､イネ科Bタイプ､ネザサ節型､クマザサ

属型なども検出された｡イネ科Bタイプはヌマガヤ属に類似しており､おもに氷期の湿地性堆積物から

特徴的に検出されている｡Ⅳ層 (試料5-7)では､クマザサ属型やミヤコザサ節型が増加しており､

イネ科Bタイプは見られなくなっている｡Ⅲ層 (試料2-4)ではススキ属型が出現しており､ブナ科 (シ

イ属)､クスノキ科､マンサク科 (イスノキ属)などの樹木 (照葉樹)も検出された｡樹木は一般に植

物珪酸体の生産量が低いことから､少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある｡Il層

(試料 1)では､ブナ科 (シイ属)やマンサク科 (イスノキ属)が増加しており､クマザサ属型やミヤ
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コザサ節型は減少 している｡

2)C2区Ⅰ･6グリッド (図2)

Ⅳ層 (試料 1)からⅨ層 (試料11)までの層準について分析を行った｡その結果､Ⅸ層 (試料11)で

はウシクサ族Aが比較的多く検出され､キビ族型､ススキ属型､イネ科Bタイプ､ミヤコザサ節型など

も検出された｡Ⅶa層 (試料 7-10)では､ミヤコザサ節型が増加傾向を示 し､ネザサ節型やクマザサ

属型も出現している｡Ⅴ層 (試料4､5)ではミヤコザサ節型が増加しており､ススキ属型やイネ科B

タイプは見られなくなっている｡Ⅳ層 (試料 1-3)では､ブナ科 (シイ属)､クスノキ科､マンサク

料 (イスノキ屈)などの樹木 (照葉樹)が出現 しており､イネも700個/gと少量検出された｡同層は

土層の堆積が不安定であり､後代の撹乱の影響を受けている可能性が考えられる｡

3)C3区SC7 (図3)

SC7の埋土 (試料 1-8)について分析を行った｡その結果､埋土底部 (試料7､8)ではウシク

サ族A､イネ科Bタイプ､ネザサ節型､ミヤコザサ節型などが検出されたが､いずれも少量であるO埋

土下部 (試料4-6)でもおおむね同様の結果であるが､塩土上部 (試料 1-3)ではススキ属型が出

現している｡ピット状遺構の埋土における植物珪酸体の組成や量の特徴は､C2区Ⅰ･6グリッドの4b

層と類似 している｡

(5)考察

a.植生と環境の推定

姶良Tn火山灰 (AT,約2.4-2.5万年前)より下位のⅦa層-Ⅸ層の堆積当時は､ススキ属やチガヤ属､

キビ族､クマザサ属 (おもにミヤコザサ節)､ネザサ節などが生育するイネ科植生であったと考えられ､

周辺にはイネ科Bタイプの給源植物 (ヌマガヤ?)などが生育する湿地的なところも見られたと推定さ

れる｡

AT直上のV層から石器包含層のⅣ層にかけては､クマザサ属 (おもにミヤコザサ節)などのササ頬

を主体としたイネ科植生であったと考えられ､何らかの原因でススキ属やイネ科Bタイプの給源植物は

見られなくなったと推定される｡

タケ亜科のうち､メダケ属ネザサ節は温暖､クマザサ属は寒冷の指標とされており､ネザサ率 (両者

の推定生産量の比率)の変遷は､地球規模の氷期一間氷期サイクルの変動とよく一致することが知られ

ている (杉山 ･早臥 1996)｡ここでは､クマザサ属が卓越 していることから､当時は比較的寒冷な気

候条件で推移 したと推定される｡また､クマザサ属のうちミヤコザサ節は太平洋側の積雪の少ない比較

的乾燥 したところに分布 している (室井,1960)ことから､当時は積雪の少ない比較的乾燥 した環境で

あったと推定される｡クマザサ属は常緑であることから､大半の植物が落葉または枯死する秋から冬に

かけてはシカなどの草食動物の重要な食物となっている (高槻,1992)｡遺跡周辺にササ類が豊富に存

在 したことは､当時の動物相を考える上でも重要である｡

鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah,約6,300年前)直下のⅧ層からK-Ah混のⅡ層にかけては､周辺でシイ属､

クスノキ科､イスノキ属などの照葉樹林が成立 ･拡大 した考えられ､林床植生などとしてササ頻が生育
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していたと考えられる｡また､周辺にはススキ属やチガヤ属などが生育する草原的なところも見られた

と推定される｡

b.C3区SC7について

ピット状遺構の埋土は､植物珪酸体の組成や塁の特徴などから､C2区 Ⅰ･6グリッドのⅦa屑 (AT

下位)に対比される可能性が考えられる｡

文献

杉山共二 (1987)迎跡調査におけるプラント･オパール分析の現状と問題点.植生史研究,弟2号,p.27-37.

杉山真二 (1987)タケ亜科植物の機動細胞珪髄体.缶士竹類植物闇報告,第31号,p.70-83.

杉山其二 ･中間地 (1996)植物珪酸体分析による宮城賦高森遺跡とその周辺の古城墳推定一中期更新Iu.以降の氷糊-間氷期サイ

クルの検討一.日本窮四紀学会 講演要旨塊,26,p.68169.

杉山fj:一二 (1997)人塀をとりまく植生と環境.宮崎県史通史前 ｢焼蛤 .古代｣.p.150-172.

高槻成紀 (1992)北に生きるシカたち-シカ､ササそして雪をめぐる生態学1.どうぶつ社.

藤原宏志 (1976)プラント.オパール分析法の遊離的研究(1)一致唖イネ科栽培植物の珪酸体標本と定温分析法-.考古学と自然

科学,9,p.15-29.

壷井締 (1960)竹笹の生態を中心とした分布.富士竹類植物園報告,5,p.103-121.

植物珪酸体 (プラント.オパール)の顕微鏡写真

(倍率はすべて400倍)

NQ 分強群 地 点 就科名

1 キビ族型 C2区ト 6グリッド 5

2 ヨシ属 C2区ト 6グリッド 7

3 ススキ屑 Dl区C･10グリッド 1

4 イネ科B Dl区C･10グリッド 8

5 メダケ節型 Dl区C･10グリッド 3

6 ネザサ節型 C2区ト 6グリッド 5

7 クマザサ属型 Dl区C･10グリッド 8

8 ミヤコザサ節型 Dl区C110グリッド 1

9 表皮毛超源 C3区SC7 4

10 ブナ称 (シイ屈) Dl区C･10グリッド 1

11 クスノキ科 Dl区C･10グリッド 1

12 マンサク科 (イスノキ属) Dl区C･10グリッド 1
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表1 宮崎県､林道跡における植物珪願体分析結果
検出庸度 (単位 :×LOO個/g)

地点 -駄科分朔群 学名 D l区C .10グ リッ ド D2区1.6グリッド C3区SC71 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12345 6 7 8
イネ科 Gra山incac(GmsscB)イネ OD.ZQSOLivQ(dOtDeSlicricc) 7 7 7 7 7キビ族型 PaDiceaetype 6 7 7 21 20 7

ヨソ届 mnemlLes(rccd)ススキ属型 M7'SCOnLhw type 722 21 36 14 7 720 7 7 20 14 38 13 14

ウシクサ族A 血dJq)OgOnCaê typC 22 42 36 57 43 7 7 2) 65 14 46 28 43 19 27 73 45 57 40 89 76 33 70 43 28 29 34 7

ウソクサ族B A_nd_rt)pogoneaeBtyFKBタイプ B抑e 7 6 6 7 13 7 136 7 28 14 15 7

夕ケ亜科 BambtJSOideae(thmb(氾) 77 14 22 14 7 7 6 l一1 13 14 6 7 6 14 7 44 7 7 21 14 7 7 I5メダケ鯨型 jyeiobbshLSSCCt,Md(加eネザサ帝型 fYcfObksltLSSeCt.NeZLZSO

クマザサ屈型 Shsa(exceJ)tM如hq打SO) 7 Jl9 144 57 94 44 22 7 6 28 20 63 7 26 27 22 6 14 7 6 7 7

ミヤコザサ節型 ShsageCL.M1).akoLdLSa 日7 21 173 121 239 249 234 146 19 83 112 56 122 )42 34 73 57 85 40 21 13 53 21 21 2) 44 14 7

呆分洞等 OLhcrs 51 56 58 28 72 7 51 56 19 41 26 42 57 7) 41 51 13 28 53 4] 57 33 14 7 28 15 7 15

その他のイネ科 Od)crS破皮毛起源 EluBkhaiTOnglJ) 7 7 7 15 22 7 7 7 13 7 7 13 13 20 7 7 7

棒状珪酸体 Rod-Shaped基部 ~ 293 336 555 376 449 264 139 139 104 172 218 265 143 194 L24 352 261 369 422 247 203 219 118 114 117 7 3 88 66

起源 StcJnOrtgln兼分類等 OtherS 14498 476 641 539 709 557 403 354 337 7413 495 599 408 427385 455 420 482 415 378 387 399 292 256 248 233 157 139

樹木起源 ArhoreaJブナ科(シイ属) ChsEa叫sis 81 7 7 21 7
クスノキ料 lAuraCeaC 22 21 22 14 7 7
マンサク料(イスノキ属) 蝕LyI'u桝 59 21 26

その他 Others 15 7 7 20 7 6

お もな分類群の推定生産且 (41位 :kg/d･cnl)

イネ OTyNSOL加 (domestjcn'ce) 0.46 0.20 0.19 0.47 0.16 0.17
ヨシ属 fhrDgm1-Lee (reed) 0.46

ススキBE型 MLscm llhustyTXメダケ節型 Pleibbhst附 9ccLM血沈e 0.27 0.26 0.45 0.18 0.090.08 0.25 0.09 0.09 0.25 0.17

ネザサ節型 Pleibbkslw secLNeZLZSO 0.04 0.07 0.lo o.07 0.03 0.04 0.03 0.07 0.06 0.07 0.03 0.OJlO.03 0t07 0.03 0.210.03 0.03 0.10 0.07 0.03 0.03 0.07

クマササ成型 Saso(excepLMIPkow sa) 0.05 0.37 1.08 0.43 0.710.33 0.16 0.05 0.05 0.210.LS D.47 0.05 0.19 0.210.17 0.05 0.Ilo.05 0.05 0.05 0.05

ミヤコザサ節型 SdSOSCCt.〟如 kozasa 0.35 0.06 0.52 0.36 0.72 0.75 0.70 0.1JIO.06 0.25 0.34 0.17 0_37 0.43 0.lo o.22 0.17 0.26 0.12 0.08 0.04 0.16 0.06 0.06 0.06 0.13 0.04 0.02

タケ重科の比串 (%)

メダケ線型 meiobLoLSL鵬 9cct.Mdakeネザサ坤型 FVC7-0bhsIw secL.NeZaSa 58 14 6 8 2. 4 23 13 12 1JI 5 8 I2 16 16 71 17 23 62 37 21 44 76

クマササ屈型 Sasa(excepLM7)qkousa) )2 74 60 50 48 31 18 11 35 4-0 27 74 11 30 67 39 19 25 25 16 35 29
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第2節 延岡市林追跡出土のウシ､ウマの遺体

西中川 駿 ･久林朋憲 ･尾崎陽子

(鹿児島大学獣医学科解剖学教室)

1.はじめに

古代の形質を残して､今なお系枕保存されているわが国の在来牛に萩市見島の見島牛と鹿児島県十島

村のロ之島野生化牛の2集団があり､また､在来馬には宮崎県都井岬の御崎馬､長野県開田村の木曽馬､

鹿児島県十島相のトカラ馬､沖縄県与那国島の与那国馬など8集団が系統保存されている｡これらの集

団は明治政府による洋種との交雑により改良されずに今日に至った在来種であり､遺跡から出土するウ

シ､ウマの遺体と比較するのに貴重な資料を提供している｡

わが国のウシの出土例は､少なくとも304カ所から報告されているが､地域別では九州が85ヶ所と投

も多く､次いで関東 (81)､近放 (62)の順である｡時代別では中世が94ヶ所で最も多く､次いで古墳

(41)､平安 (29)である｡一方､ウマの出土例は､623カ所以上あり､地域別では関東が247カ所と稔

も多く､次いで九州 (105)､近畿 (95)で､時代別では中世の149カ所が最も多く､次いで平安 (116)､

古墳 (111)である｡

宮崎県下で初めて動物遺体の出土例が報告されたのは､縄文後期から弥生時代の遺跡である松添貝塚

(1955)からであり､ウマの出土例は､古墳時代の六野原1号項､久見迫1号土塀から報告されている｡

壊近では余り田遺跡からウシが､祇園原地区遺跡からウマの出土例が報告されている｡

今回調査を依頼された林遺跡は､延岡市伊形町にあり､延岡道路 (延岡南IC)建設に伴う調査のた

め､宮崎県教育委員会の指導のもとに､平成9年6月30日～平成12年7月31日まで発掘調査行い､旧

石器時代､縄文時代､古墳時代､中近世にわたる複合遺跡である｡動物遺体は､埋葬土坑 (近世)から

検出され､現地調査も行ったが､資料は発掘後当研究室へ持ち込まれたもので､ウシ､ウマの埋葬遺体

が主体をなしており､ここではその概要を報告する｡

2.出土状況と出土動物種

林遺跡から出土した動物遺体はウシ､ウマ､ネズミ､魚類である｡

ウシはC2区SZ2から検出され､遺構の規模は約4.5×5.7mで､出土状況を発掘時の図面や写真か

らみると､遺構内に下顎骨や前肢骨などが散乱した状態で出土している (1号ウシと記載する､以下同

じ).出土重量は890.68gであるoC4区SC2の土坑は､ウシ1頭分が入る大きさで楕円形をしており､

頭部を北に左側を下にして埋葬されている (2号ウシ)o下顎骨と前肢骨､後肢骨がみられるが､頚椎､

胸椎や肋骨などの胴骨はない｡頭寛骨は検出されていないが発掘時には､破片としてあったと思われる｡

出土重量は1129.1gであるcSC4土坑は､長方形でやはり頭部を北にして､頭を曲げ左側を下にして

埋葬されており､胴骨はない (3号ウシ)｡頭蓋骨は左側の上顎骨のみが下顎と噛み合ってみられ､出

土重畳は865.9gであるoSCIOからは､ウシの右上腕骨片が出土しており､重量は81,8gである (4

号ウシ)0

ウマはC2区SC5から出土し､土坑は1.77×1.1+mの長方形を呈し､頭部を南東向きにして､右側

を下にして前肢は祈 りl馴ヂて､後肢は伸ばした状態で埋葬されている (1号ウマ)｡胸椎､肋骨および
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肢端を除くほぼ全身の骨が出土 しており､重畳は2056.1gである.C4区のSC3の土坑は､ウマ1頭

が入る長楕円形の土坑で､頭部を北にして埋葬されている (2号ウマ)｡上､下顎臼歯が噛み合った状

態で､臼歯のみが出土 しており､出土重量は655.4gである｡D2区SClからは､図面がないために

出土状況はわらないが､左右の上顎臼歯と下顎臼歯をもつ下顎体が検出されている (3号ウマ)｡出土

重塁は835.7gである｡D2区SZlからは祉骨が出土し (4号ウマ)､重さは32.3gである｡D3区S

C2は1.3×0.63mの長方形の土坑で頭部を北向きにして､右側を下して埋葬されている (5号ウマ)0

発掘時には骨格の形がみられたが､保存状態が悪く､下顎の一部と臼歯のみを取り上げている｡重畳は

334.8gである｡

D2区SZlからは､ ドプネズミの下顎骨 (0.3g)と大型魚類の椎骨 (2.6g)がそれぞれ1個検出

されている｡

3.出土骨の概要

(1)ウシ

1号ウシ (図版 1の1-8参照):

C2区SZ2から頭蓋骨の小片､左第三前臼歯-第三後臼歯 (P3-M3)､右第三後臼歯 (M3)を

有する左右の上顎骨片､左第二前臼歯-第三後臼歯 (P2-M3)および右第二前臼歯-第-後臼歯､第

三複臼歯 (P2-Ml､M3)有する左右の下顎骨片が､四肢骨では左右の上腕骨､椀骨が検出されている｡

左下顎の前日歯列長は46.56mm､後日歯列長82.33mm､左右の上腕骨撤ノ川高と径はそれぞれ30.79,42.24

rrun,30.92,41.34rrLmであり､左横骨の中央帽と径は36.91･21.51nlmであるOこれらの計測値から筆者ら

の方法で骨長を求めて体高を推定すると､115.68±5.11cmである｡また,白歯の中心高から筆者らの方

法で年齢を推定すると､12.31±1.47歳である｡

2号ウシ (図版1の9-15参照):

C4区SC2から左右の下顎骨は､切歯部と下顎枝を欠く下顎体で､左側は第二前臼歯 (P2)から第

二後臼歯 (MZ) を有 し､M2の歯冠長､歯冠帽と中心高は､それぞれ24.8､16.8､15.1mmであり､臼歯

の中心高から年齢を推定すると､14.5歳である｡また､Mlでの下顎体の高さと帽は､55.3､26.7mで､

右側のM3の歯冠長､歯冠帽､中心高は38.8､14.2､14.0mmであるo これらの計測値から体高を推定す

ると114.7±6.4cmである.他に上腕骨､模骨､大腿骨､腰骨､中足骨など12点も出土しているが､計測

可能な部位はない｡

3号ウシ (図版 1の16-26参照):

C4区SC4から左側の上,下顎骨､肩甲骨､左右上腕骨､前腕骨､左中手骨､左右大腿骨､腰骨､

右中足骨など9点が出土 している｡左下顎骨は切歯郭をもち､P2からM】を有する下顎体で､P3の歯

冠長､歯冠帽､中心高はそれぞれ15.9､9.9､14.3mmであり､Mlでの下顎体の高さと幅は52.2､24.7mm

であるC右上腕骨の最小幅と径は32.7､39.2nlm､槙骨近位端の径は35.7mm､中手骨の遠位端幅は51.9mm､

腰骨の中央帽は34.0mmである｡これらの計測値から体高を推定すると113.9±4.9cmであり､歯の中心高

から年齢を推定すると10.4歳である｡
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4号ウシ (隈版なし):

C4区SCIOから右上腕骨 1点のみの出土で細かく割れており､計測不可能であった｡

以上､4個体のウシについて､その概要を述べたが､体高は113-115cmで､在来牛の雌とほぼ同じ大

きさである｡また､年齢は12-15線の老齢であり､農耕や繁殖に供していたものと思われる｡

(2)ウマ

l号ウマ (図版2の1-17参照):

C2区SC5より､左上顎臼歯､左右下顎骨､左上腕骨､左中手骨､右寛骨､左右大腿骨､左右腰骨､

左鍾骨､左右距骨､左足根骨､および左右中足骨などが出土しているが､完形骨はない｡下顎骨体のP2

での高さは54.08mmで､Ml､M2でのそれらは73.40､84.99mmである｡左右の大腿骨､腰骨､中足骨の

中央帽と径はそれぞれ左38.89,36.29mm､右38.75,36.22mm､左37.14,29.40nlm､右37.94,29.54mm

左27.92,28.97mm､右27.97,28.86mmである｡これらの計測値から筆者らの方法で骨長を求め､林EETら

の方法で体高を推定すると126.19±3.19cmである｡また､臼歯の中心高より筆者らの方法で年齢を推定

すると､17.30±2.50歳の老齢馬である｡

2号ウマ (図版2の18-21参照):

C4区SC3から頭蓋のみが出土し､上顎は骨体がなく臼歯のみで､左側はP2からM3､右側はP2､

P3があり､左下顎はP2からM3有しているが､右側はP2からM2のみで､骨体はない｡左上顎P4の歯

冠長､歯冠帽､中心高は､25.2､21.8､61.4mで､右下顎のMlのそれらは､25.4､12.6､66.1mmであり､

他の臼歯の計測値を含めて､骨長を求め､体高を推定すると122.8±5.4cmで､年齢は4.4±1.2歳である｡

3号ウマ (図版3の1-5参照):

D2区SClから頭蓋のみが出土し､頭蓋骨は臼歯のみで､左右共にP2からM3があり､下顎骨は左

右共にP2からM3を有する下顎体で､また破損はしているが上下の切歯を有 している｡右上顎Mlの歯

冠長､歯冠帽､中心高は､22.7､24.9､13.4mmで､右下顎P4のそれらは､24.0､14.･6､28.3mmであり､

他の臼歯の計測値を含めて体高と年齢を推定すると､123.7±5.1cmで､15.5±3.0歳である｡

4号ウマ (図版3の10参照):

C2区SZlから右後肢の基節骨 1点が検出されており､遠位の欠如 した資料である｡保存長82.8cm

で､近位端の幅と径は47.6nlnl,36.6mmであり､これらの計測値から骨長を求め､体高を推定すると123.

7cmである｡歯の出土がないために年齢は不明である｡

5号ウマ (図版3の6-9参照):

D3区SC2から左右､上下の臼歯が出土している｡出土した仝臼歯を計測したが,ここでは右上顎､

左下顎の臼歯の計測値を示す｡P2の歯冠瓦 歯冠l胤 中心高は35.26,22.74,31.19mmで､以下P3-Ml

の計測値はそれぞれ26.ll,24.10,35.21Juと､24.56.24.03,37.25mmと､23.35,23.88,32.03rnm

である0
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P2の歯冠長r歯冠幅･*心高は28.98,13.78,29.60mmであり､以下P3-M2の計測値はそれぞれ27.03,

15.31,34.27mm､25.03,14.51,42.71mmと､23.55,13.61,40.12mmと､22.96,13.14,40.25mmであ

る｡全計測値から体高､年齢を求めると122.08±3.72で､10.36±0.68歳と推定される｡

以上､本遺跡から出土 した5個体のウマについて､その概要を述べたが､体高は122-126cmと在来

馬の小型馬より大きく､中型馬より/J､さいタイプのウマである.また､年齢は2号馬を除き10-17歳の

老齢馬であり､犬歯などが検出されていないことから､雌ウマと推測され､農耕や繁殖に供されていた

と思われる｡

ドブネズミ (図版3の11参照):

C2区SZlから右下顎骨 1点の出土で､保存長26.1nvnで､臼歯列長7.OnulあるO

魚類 (図版3の12参照):

C2区SZlから出土の魚類は､椎骨 1点の出土で､椎体長19.3mmであり､カツオ頬のものと思われ

る｡

4.考 察

長谷部 (1925)は茨城県陸平貝塚からウシの遺体を検出し､ ｢石器時代に飼牛あり｣を報告 して以来､

全国各地からウシの遺体の出土例が報告されている｡

九州では筆者らの調査によれば､85ヶ所から各時代のウシ遺体が出土 しており､時代的には中世が多

い｡宮崎県からは余 り田追跡 (7-8世紀)､鶴野内申水流遺跡 (江戸)それに本遺跡 (近世)の3ヶ

所からである｡本遺跡のウシは明かな土坑に横臥された状態で検出されており､刀傷のないことから食

硯とされたのではなく､死後埋葬されたものと考えられる｡ウシの大きさは､余 り田より小さく､体高

113-115cmであり､これは現存する見島牛やロ之島野生化牛の雌と同じ大きさである｡また､雌で老

齢であることから農耕や運搬の他に繁殖にも供されていたことが考えられる｡

一方､林田 (1956)は､鹿児島県出水月塚からウマ遺体を検出し､縄文時代に′J､型馬の存在を報告し

ている｡ しかし､この出水貝塚のウマは､近藤 (1992)らのフッ素による年代測定で､13世紀と報告

されている｡九州では105遺跡からウマの遺体が出土 しており､時代的には中世が多く､地域別では福

岡が最も多く (41ヶ所)､次いで熊本 (28)であり､宮崎からは久見迫､祇園原地区遺跡など7ヶ所か

らの出土報告がある｡祇園地区遺跡のウマは､白歯のみの出土であるが､体高が129-132cmと推定され､

典型的な中型馬である｡本遺跡のウマは推定体高122-126cmであり､少レトさいが､中型馬の範噂に

あり､犬歯などが検出されていないことから､雌ウマと推測される｡2､5号ウマは土坑の壁に接 して

みられ､土坑の大きさから1体分が埋葬され､歯のみが残存 したものと考えられるC

ウシやウマがいつ頃､どこから渡来 したかは未だに明らかにされていない.ウシの椴も古い出土例は､

東京都の伊皿子貝塚の弥生中期であると言われ (金子1985)､欧州系のウシが朝鮮半島経由で､わが国

へ人の移動とともに渡来 したと考えられている｡ウマは長崎県福江市の大浜遺跡からの臼歯がHcでA

D40±90年と測定され､現在ではこれが最も古 く弥生中期に蒙古系のウマが朝鮮半島経由で北部九州周

辺に渡来 したと考えられているo ウシやウマをの用途については､一般に逆搬や農耕に使役 していたこ
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とが考えられるが､林道跡のウシ､ウマは老齢で､雌であることから繁殖にも供 しながら飼育されてい

たことがうかがえる｡

以上､ウシ､ウマについて考察したが､ ドプネズミや魚は､僅か各 1点の出土であり､後世の混入も

考えられ､特にネズミは食糧としたとは考えられない.

5.ま とめ

延岡市林追跡 (近世)出土の動物遺体について調査した｡

(1)林追跡からは､ウシ (2967.4g)､ウマ (3579.5g)､ ドブネズミ (0.3g)および魚頻 (2.6g)

が出土し､総重量6549.8gである｡

(2) 1号ウシ (C2区SZ2)は左右の上顎骨片､臼歯を伴う左右下顎骨､左右上腕骨､左槙骨など

が出土し､体高115.7cmで､12.3歳と推定される｡2号ウシ (C4区SC2)は下顎骨､上腕骨､模骨､

大腿骨､陛骨など12点がみられ､各計測値から体高､年齢を推定すると､114.7cm､14.5歳である｡3

号ウシ (C4区SC4)は上､下顎骨､肩甲骨､上腕骨､中手骨､大腿骨など9点が出土している｡体

高113.9cm､年齢10.4歳と推定される｡4号ウシ (C4区SCIO)は上腕骨のみで､珊骨片のため計測不

能である｡

(3)1号ウマ (C2区SC5)は上顎臼歯､下顎骨､上腕骨､中手骨､大腿骨､中足骨など出土して

おり､これらの計測値から体高､年齢を推定すると､126.19cm､17.3歳である｡ 2号ウマ (C4区SC

3)は頭蓋と上､下顎の臼歯のみで､臼歯の計測値から体高､年齢を推定すると122.8cm､4歳である｡

3号ウマ (D2区SC1)は上顎臼歯､臼歯をもつ下顎体で､体嵩123.7cm､年齢15.5歳と推定される｡

4号ウマ (D2区SZl)は後肢の基節骨 1点の出土で､体高123.7cmと推定されたが､年齢は不詳で

ある｡5号ウマ (D3区SC2)は上､下顎の臼歯のみの出土で､臼歯の計測値から体高､年齢を推定

すると､122cm､10.4歳である｡

(4)ウシ､ウマは農耕や運搬に使役され､ウマは騎馬にも利用されていたと考えられ､また､ウシ､

ウマ共に解体痕はなく､老齢 (2号ウマを除き)であることから繁殖にも供され､死後埋葬されたので

あろう｡
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【写其の説明】

図版 1:1-8:1号ウシ (C2区SZ2) 9-15:2号ウシ (C4区SC2) 16-26: 3号ウシ (C4区SC4)

1.左上顎骨 (PZ～M2) 2億 五骨片 3.左下顎骨 (P2-M,) 4.左MZと右下顎骨 5.右上腕骨 6.左上腕骨

7.左横骨 8.左腹骨 9.右下顎骨 10.左下顎骨 11.右大腿骨 12左大腿骨 13.右腰骨 14.右中足骨 15.16.右上顎骨(P2､p3)

17.左下顎骨 18.右肩甲骨 19.右上腕骨 20.左上腕骨 21.左横骨 22.右II-J手骨 23.右大腿骨 25.26.右中足骨

図版2:1-17:1号ウマ (C2区SC5)18-21:2号ウマ (C4区SC3)

1左 上顎骨 (P2-M3) 2.左下諏骨 3.右下顎骨 4.右下顎切歯 5.左上腕骨 6.左中手骨 7.右寛骨 8.9左 右大腿骨

10.ll.左右艦骨 12.左睦骨 13.14.左右距骨 15左足根骨 16.17.左右中手骨 18.右上顎右からP2､p3

19.下顎右からP2-M2 20左 上;lRP2-M3 21左 下;lR (P2-M3)

図版3:1-5:3号ウマ (D2区SCl) 6-9:5号ウマ (D3区SC2) 10:4号ウマ (D2区SZl) ll:ドプネズミ

12:魚類

1.右上顎右からP2-M3 2.右下顎右からP2-M3 3.左上顎左からP2-M34.下顎切歯 5.左下顎骨 6.左上顎左からP2.

p3 7.左下顎P2-M2 8.右上顎右からP2-M■ 9.右下顎右からP2-M2 10.右後肢基節骨 11.右下郡骨 12.椎骨
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第ⅦⅠ章 まとめ

今回の調査では､旧石器時代から中近世にかけて遺構 ･遺物が確認されているOそのうち､特に注ET

されるものとして､姶良Tn火山灰層 (以下､AT)上下で検出された旧石器時代の遺構や石器群､アカ

ホヤ火山灰よりも止位で検出された遺構 ･遺物群の中で､35軒が確認された ｢掘立柱建物群｣と､その

ほとんどが廃棄 .転用された多数の ｢五輪塔群｣であった.ここでは､それらについて若干の考察を行

い､まとめとする｡

1.旧石器時代について

旧石器時代の石器群については､C1-4区･Dl区で確認されている｡大きく3つの時期 (AT下

位 :第Ⅰ文化層､AT上位 :第Ⅱ･Ⅲ文化層)に分けることができるものの､丘陵斜面に遺跡が立地し

ていることもあり､土層堆積の不整合が認められること､他の層と比べ比較的安定しているⅣ層及びV

層についても浸食等による層の厚薄があることや表土下が石器群の包含層となるⅣ層になること､後世

の遺構が掘り込まれていること等､過物の包含状況にかなりの影響を与えている｡

第Ⅰ文化層ではⅦa層下部で確認されている｡少量の小型で横長の剥片や石碑が出土しているが､指

標となる製品類が認められないことから時期決定に欠けるO出土層位からみれば宮崎10段階編年1)の第

3段階のものと考えられる｡

第Ⅱ文化層については､Ⅳ層からⅤ層にかけて総数1,257点の石器が出土し､本遺跡の主体となる石

器群である｡平面分布や垂直分布等の分析等､検討が十分とは言えず､さらに検討していく必要がある

が,ナイフ形石器等の特徴から大きく2つの時期に分けることができる｡

主要な石器の内訳は､ナイフ形石器53点､台形石器2点､剥片尖頭器24点､角錐状石器27点､スク

レイパー84点､石錐3点､彫器3点で､そのうちナイフ形石器では狸谷型ナイフ形石器をはじめ､国府

系ナイフ形石器､今峠型ナイフ形石器 ･北牛牧型ナイフ形石器､基部加工のナイフ形石器等が確認され

ており､狸谷型ナイフ形石器やそれに近い切出形を呈するナイフ形石器､国府系ナイフ形石器の一群 (同

隔年の第5段階)と今峠型ナイフ形石器 (357)･北牛牧型ナイフ形石器 (142･178･257)､基部加

工のナイフ形石器の一群 (同編年の第6段階)とに分けることができる｡北牛牧型ナイフ形石器につい

ては横長の剥片や斜め剥ぎの剥片を素材とし､帽狭な基部 (刃部と基部の割合がほぼ1:1となる)を

作り出すもので県内では北牛牧第5追跡等で確認されている｡

これらのうち前者については､主にC1iDl区の南側及びC3区等で確認されているのに対し､後

者はC2区ブロック1やC1区ブロック2等で出土している｡後者については同ブロック内で表面にポ

ジ面を有するナイフ形石器や剥片尖頭器が共に出土している｡今峠型ナイフ形石器 ･北牛牧型ナイフ形

石器と剥片尖頭器との共伴関係についてはさらに検討する必要があるが､岩戸遺跡第 1文化層や那珂遺

跡等では今峠塑ナイフ形石器に利用される素材の中にポジ面を有するものがあり､関連性が認められる｡

角錐状石器については､縦長剥片を素材としたものが多く確認されている｡三面加工のものが半数以

上を占め､7cm以止を超えるものが多く認められたOまた三面加工のもののうち､10cm以上を超える大

型のものが3点 (接合後)確認されているが､いずれも中程で折損している｡なおC1区ブロック4内

では出土数の約4割の6点 (接合後､大半がホルンフェルス製)がまとまって確認されており､興味深い｡

-194-



スクレイパーは､厚手で表面に自然面を有するラウンドスクレイパーやエンドスクレイパーをはじめ､

縦長剥片を素材とするエンドスクレイパーや同左に基部加工を有するもの､縦長剥片を素材とし､-側

線もしくは二側緑に刃部を形成した石清水型削器等,バラエティーに富む｡

なかでも縦長剥片素材で基部加工を有するもの (274､308､337)については､308のように基部加

工と先端部のみ加工されるものや打面を除き､加工が緑周を巡るもの (274)と一部を残し加工が巡る

もの (337)とが認められる｡前者はその形状から剥片尖頭器にリダクションを行い､スクレイパ-に

転用した可能性が高く､また337についても表面の左側緑下部については､繊細な剥離痕を有すること

から､基部加工のナイフ形石器を転用したものと考えられる｡274については加工が緑周に及ぶために

リダクションかどうかの判別が難しいが､基部を作 り出す特徴等､剥片尖頭器やナイフ形石器に共通す

る部分も認められることから石清水型削器と同様に第5段階のものと考えられる｡

次に剥離技術についてみていくと､平坦打面から一定方向に剥離を行うものや両設打面から剥離を行

なうもの､求心状に剥片剥離を行うもの､打面と作業面を900入れ替えながら剥離を行なうもの､打面

転位を繰り返しながら剥離するもの､剥片を素材として剥片剥離を行なうもの等が確認されている｡

そのうち平坦打面から一定方向に剥離を行うものや両設打両から剥離を行なうものでは縦長剥片が剥

出されており､167-169等といった10cmを超す大型の縦長剥片が認められる｡また剥片を素材として

剥片剥離を行なうもののなかには､201や231､338等､少量ながら､瀬戸内技法を意識した石核も存在

する｡

第Ⅲ文化層とした細石核等については､Ⅲ層下部からⅣ層上部で出土し､同席年の第9-10段r発射こ比

定できる｡382は舟形状を呈し､打面側のみ右横調整を行うことから船野型細石核に相当し､素材のあ

り方や調整等より同細石核でも古い様相を呈する｡これに対 し､383は主要剥離面を側面に置き､左側

緑に主要剥離両から調整を行う等､西海技法の影響を受けているものと想定されるO同様の例が阿蘇原

上遺跡で出土しており､槍先形尖頭器や爪形文土器が共伴する可能性が高いとされ､382より新しい様

相を有する｡

【註】

1)宮崎県旧石絡文化談話会 2005｢宮崎県下の旧石矧時代追跡概観｣r旧石署是考古学1第66号 旧石器談話会
秋成雅博 2005｢宮崎10段階綜年の概安｣r九州旧石者削 第9号 九州旧石船文化研究会

2.林追跡の据立柱建物群について

林追跡で検出された掘立社建物は､A区で5軒､B区で3軒､C区で14軒､D区で13軒である｡これ

は､発掘調査時に現地で認定できた建物の数である｡通常､掘立柱建物の認定は､ピットが直線的かつ

一定間隔で並ぶこと､それぞれのピットの径や深さが近似 していること､埋土の特徴が近似しているこ

となどを手がかりにする｡しかし､現地で認定できた35軒以外に､ピットが妬中する地点が数カ所認め

られたことから､更に数軒の建物が存在した可能性も指摘される｡

掘立柱建物は､遺構の特質として次の2点が指摘される｡

①遺構としての掘り込みが柱穴のみであり､他の遺構に比してその面積が小さいこと｡

②使用時の床面レベルが特定しづらいこと｡
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こうしたことから､明確に遺構に伴う造物を特定することが難しく､時期の認定も困難であるOその

ため､建物間の同時性を抽出する場合､立地の状況や棟方位､柱間隔など､遺構としての属性の共通点

を兄いだす作業が重要となる｡

A区では､SBl､SB2､SB5の棟方位がほぼ一致あるいは直交する状況であり､同時存在の可

能性が高い｡また､SB3とSB4は棟方位に若干の差異が見られるものの､重複していること､2×

3間の構造が共通すること､柱間隔が近似することなどから､連続する時期の立て替えによるものと推

定される｡

B区では､3軒の建物が相互に離れた位置に存在していることから､立地状況からは同時存在を肯定

も否定もできない｡しかし､通路としての機能も想定される溝状遺構SE2･SE3の主軸方位と､そ

れぞれの建物の棟方位がほぼ直交することから､これらの遺構は同時もしくは近似する時期に存在した

ものと推定される｡

C区は､位も多くの掘立柱建物が確認された地区であるが､その分布は5つのまとまりで捉えること

ができる｡仮にⅠ群からV群と呼称する｡

Ⅰ群-SBl Ⅱ群-SB2､SB3

Ⅲ群-SB4､SB5､SB6､SB7､SB8 Ⅳ評-SB9､SBIO､SBll､SB12

V群-SB13､SB14

これら群としての同時存在については､肯定も否定もできない｡

Ⅰ群はSBlの1軒のみで､棟方位が他の4群と大きく異なっている｡

[群では､SB2とSB3が重複しており､同時存在は否定される｡棟方位に20の相違が見られる｡

Ⅲ群は5軒で､その棟方位はN-170 - EからN-20O - Eと30の範囲にまとまっている｡その中で､

近接するSB4とSB5､重複するSB5とSB6､SB6とSB7の同時存在は不可能である｡これ

らを整理すると､SB4-SB6lSB8､あるいはSB4-SB7-SB8､そしてSB5-SB7-

SB8の場合に同時存在が可能で､いずれも最大で3軒となる｡

Ⅳ群は4軒で､棟方位はSB9のN-680-Wに対してSBllがN-220-Eと直交の関係であり､SB

12も僅かに10の違いである｡これに対 し､SBIOはN-650-Wとやや異なっている｡しかし､SBIO

は背後が約1mの段差 (Cl区とC2区の境界)となっていることから､棟方位の差異は時期差ではな

く地形条件によるものとも考えられる｡SBllとSB12は､共に柱穴径がやや大きめで､梁行と棟方位

もほほ一致しているが､両者の間隔は1m以内と密接 しているため､同時存在は考えにくい｡

V群は､Ⅰ-Ⅳ評に対 して1段高くなったテラス面 (C2区)に存在する｡SB13とSB14の棟方位

は一致し､その間隔も十分に保たれていることから､同時存在は可能である｡他群の建物と棟方位が異

なっているが､これは地形に合わせた結果と考えられる｡他の建物群よりも建物構造 ･柱穴径 ･柱穴探

のいずれもが飛び抜けて大規模であり､立地的にも最奥の一段高い場所にあることから､林遺跡検出の

建物群の中心的存在であることは間違いないo特に､SB13は四面庇で3×5間の総柱建物であり､柱

穴も径と深さが他を圧倒 している｡こうした建物は､一般的な住居機能のものとは考え難く､寺社や公

的な性格を持つものを想起させるcLかし､付近からの瓦の出土は皆無であり､瓦葺きではなく板葺き､

あるいは茅葺きであったと思われる｡

D区では､13軒の建物がDl区からD3区の各段に見られた｡Dl区の3軒は､相互に離れた位置に
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存在 し､棟方位も全く異なっている｡明確な関連性は兄いだし難い｡D2区､D3区は共に幅の狭いテ

ラス面であり､いずれの建物もその地形に沿うように建てられている0D2区には5軒が存在するが､

SB7とSB8が重複すること､SB6とSB8が密接していることから､それぞれの同時存在は否定

される｡D3区も5軒が存在する｡SBllとSB12が重複するが､それ以外の建物との同時存在を否定

するものはない｡

以上､林遺跡の掘立柱建物群について概観した｡個別に時期を特定することは不可能であり､変遷を

示すこともなし得ないが､群としてのあり方にはある特徴が見られた｡

各区 ･各群毎の建物に3軒以上の重複は見られず､C2区を除けば､検出されたビットの密度も商い

とは言い難い｡しかし､比較的規模の大きな建物が多いことは特徴の-つであるOこのことは､長期間

にわたり安定的に営まれた集落ではなく､短期的に､あるいは断続的に使用された館のような性格を想

定しておきたい｡

3.五輪塔群について

B区から多数の五輪塔が出土した｡本来のセット関係を復元できるものは皆無であり､各部位の総数

で200個近くにもなるが､部位別の計測では水輪の64個が最多である｡このことから､林遺跡周辺には

俵低でも60基を超える五輪塔群が存在 していたことになるoほとんどが軟質の灰色凝灰岩製であり､強

い衝撃を受けると容易に割れたり細かく砕けたりすることから､実際には更に多くの五輪塔が存在した

ものと推定される｡

五輪塔のほとんどは､石組井戸 (B5区SFl)や､己削犬遺構の右列 (B3区SEl､B5区SE2)

に転用されたり､斜面に投棄された状態で出土しており､原位置を保って出土したものはB6区SDl

の地輪のみである｡

出土の状況を考えると､本来的には丘陵の東向き斜面に設けられたノJ､テラス (B6区とB7区)に造

営されていたものと考えられる｡

周囲に寺院祉等も見られない場所に､これほど多数の五輪塔群が造営された理由は不明であるが､15

世紀から16世紀にかけて展開された県土持氏と門川伊東氏､大友氏と島津氏の争いは､延岡､日向､木

城などを舞台としており､そうした争乱に関わる供養塔としての建立も可能性の-つとして指摘されよ

う｡

林遺跡の立地する地点は､大潮川 ･五ケ潮川が形成した狭ノ｣､な延岡平野の南端にあたるQ遺跡から約

1.5km西に上伊形城が､舌状に張り出した丘陵端部を挟み南に2.3kmには土々呂松尾城が存在した｡さ

らに山間を縫って南下すると門川の港を取り囲むように松尾城､江田城､佐々字津城が点在する｡まさ

に､県土持氏と門川伊東氏の対峰する位置に､林遺跡は立地しているのである｡
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地区 遺構番号 構造(間×間) 梁行(cm) 桁行(cm) 棟方位 備考

A区

Al医 SBl 2×4 410 935 N-80○-W

Al医 SB2 1×3 365 610 N-18○-E

Al医 SB3 2×3 330 610 N-61〇一W

Al医 sらll 2×3 355 540 N-68㌧W

Al医 SB5 2×3 310 520 N-19○-E

B区

B4区 SBl 1×3 395 590 ～-60-E

B4区 SB2 2×3 440 675 N-4.-i

85区 SB3 3)く6 480 1,160 N-9○-E -面庇

C区

C1区 SB1 lX5 400 1,130 ～-794-W 一面庇

C1区 SB2 2×4 4.20 760 N-18〇一E

C1区 SB3 2X5 490 920 N-20〇一E

C1区 SB4 1x2 300 580 ～-19〇一E

C1区 SB5 2×5 500 i.020 N-17.-E

C1区 SB6 2×4 490 800 N-73.-W

C1区 SB7 1)く2 300 500 N-18〇一E

Clrf_ SBB 2X4 400 1,050 N-18〇一E

C1区 SB9 2×2 310 490 N-68〇一W

C1区 SB10 2×4 500 920 N-65○-W

C1区 SBll 2×4 500 770 N-22.-E

Clrf_ SB12 2×3 500 720 N-23〇一E

C2区 SB13 3×5絵櫨 600 i.000 N-29V-a 四面庇

C2区 SBILI 2×7 LI30 1,370 N-29.-E

D区

D1区 SBl 2×3 430 640 N-74.-W

D1区 SB2 2×6 400 1,350 N-88.-W 二面庇

D1区 SB3 2×4 400 780 N-23〇一E

D2区 SBLl 2×3 480 580 N-15○-E

D2区 SB5 1×2 240 Ll90 N-62.-W

D2区 SB6 2x2 350 Ll30 N-6Ll〇一W

D2区 SB7 2)<6 400 1,150 N-65〇一W

D2区 SB8 2×4. 500 900 N-65.-W

D3区 SB9 2×3 380 (350) N-13〇一E

D3区 SB10 4×4 930 1.050 N-73.-W

D3区 sらll 2x2 580 640 N-22○-E

D3区 SB12 2x2 lido 600 N-65.-W

D3区 SB13 2x2 390 650 N-2Ll〇一E

第30表 林遺跡検出 掘建柱建物一覧
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林遺跡A区全景

Al区 SBl Al区 SB2
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Al区 SB3･4

Al区 SC2

Al区 SC12

Al区 SC3
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林遺跡B区全景

Bl区･B2区･B3区

_ち.･r-.-(.乙･′=.'~'｣
芝;考. 二-･_{;.7,.
.,tAr･/･●･ノーp'/.=/･'

確酌 :r{'･･.･･/-

す,- 9-.T

B5区 SE2･3
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B3区 SAl

B3区 SA2

B3区 SA3

B3区 SEl



B5区 SFl(検出状況)

同上 (完掘状況)

B5区 SE2･3(検出状況)

同上 (完掘状況)
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B6区 SDl (検出状況)

B6区廃棄五輪塔 (検出状況)

B7区 SD2 (検出状況)

同上 (完掘状況)



林遺跡C区全景

C 1 区 (輿 ) ･ C2 区 (手 前 )
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C1区･C2区掘立柱建物群
闇 野 笥F
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ヽヽ･
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C2区 SB13･SB14
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C4区 SCl

C3区 SDl

C4区 SC2

C4区 SC4
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C4区 SC3

C2区 SC5

C2区 SZl (貝殻集積断面)

同上 (検出状況)



林遺跡 C区･D区全景

D区全景
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D2区･D3区
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